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県 営 か ん が い

排水事業・水路橋 三峰川の「虹橋」補強完成

補
強
の
ほ
か
、
ず
い
道
2

・
3
詩
、
水
路
3

・
9
詩

を
改
修
し
た
。
総
事
業
費

は
12
億
2
3
0
0
万
円
、

佛
心
で

に
ぎ
る
ハ
ン
ド
ル

事
故
は
な
し

◇
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成
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図
書
館
カ
ー
ド
新
デ
ザ
イ
ン

韓
国
・南
原
市
長
が
来
伊

中
心
商
店
街
に
ギ

ャ
ラ
リ
ー

儂■ 三'ご澱 聯 己■畷搬 ぴ、、酷:ニ ノ.

虹 橋 を渡 り、完成 を喜 ぶ 関 係者

 

伊
那
市
高
遠
町
の
三
峰
川
に
架
か
る
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
水
路
橋

(通
称

・
虹
橋
)
の
し
ゅ
ん
工
式
が
19
日
あ
っ
た
。
三
峰
川
右
岸
の
農
地
を
潤
す

た
め
の
幹
線
農
業
用
水
施
設
で
、
出
席
し
た
三
峯
川
沿
道
土
地
改
良
区
連
A
口、

市
の
関
係
者
ら
約
50
人
は
14
年
の
歳
月
を
か
け
た
事
業
の
完
了
を
喜
ん
だ
。

虹
橋
は
美
和
ダ
ム
、
高

遠
ダ
ム
を
主
水
源
に
、
農

業
用
水
と
し
て
市
内
の
美

篶
、
手
良
の

一
部
の
農
地

約
1
1
4
0
珍
に
供
給
し

て
い
る
。

事
業
は
地
域
農
業
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
94

年
度
に
着
手
。
1
9
5
8

(昭
和
33
)
年
の
建
設
か

ら
45
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
虹
橋
の
補
修

う

ち
虹

橋

(04
～
07
年

度
)
は
2
億
4
7
0
0
万

円
。虹

橋
の
延
長
は
98
嵩
、

幅
員
2
胡
。
最
大
で
毎
秒

5
トン
の
水
が
流
れ
る
。
水

路
上
に
は
、
管
理
道
路
を

兼
ね
た
歩
道
を
設
け
、
歩

行
者
や
車
い
す
、
自
転
車

で
通
行
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
国
道
3
6
1
号
と
虹

橋
を
結
ぶ
三
峰
川
右
岸
の

取
り
付
け
道
路

(延
長
66

層
)
は
市
が
施
工
。
事
業

費
は
6
千
万
円
。

三
峯
川
沿
道
土
地
改
良

区
連
合
の
矢
野
源
嗣
理
事

長
は

「虹
橋
は
三
峰
川
沿

岸
の
農
業
を
支
え
て
き

た
。
厳
し
い
農
業
情
勢
だ

が
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域

農
業
の
発
展
の
た
め
に
努

力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
代
に
誇
れ
る
三
峰
川

を
実
現
す
る
た
め
の

「三

峰
川
み
ら
い
計
画
」
で
、

虹
橋
付
近
は

「渓
谷
の
自

然
を
保
全
し
、
自
然
と
水

を
回
復
さ
せ
る
エ
リ
ア
」

と
し
て
位
置
づ
け
る
。
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遭
難
者
を
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
搬
送
す
る
方
法
を
学
ぶ
隊
員
た
ち

唐
木
隊
長

(囹
)

春登山シーズンに備え
中ア山岳救助隊など遭難対応訓練

 

春
登
山
が
増
え
る
時
期

に
合
わ
せ
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
つ
く
る
中
央
ア

ル
プ
ス
山
岳
救
助
隊

(唐

木
真
澄
会
長
)
と
駒
ケ
根

警
察
署
県
警
山
岳
救
助
隊

が
19
日
、
中
央
ア
ル
プ
ス

千
畳
敷
付
近
で
遭
難
救
助

訓
練
を
し
た
。
18
人
の
隊

員
が
参
加
し
、
自
分
の
身

を
守
り
な
が
ら
遭
難
者
を

安
全
に
救
助
す
る
方
法
を

確
認
し
た
。

訓
練
は
、
普
段
は
個
々

に
活
動
す
る
隊
員
が
雪
山

で
の
救
助
に
関
す
る
知
識

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
な

ど
が
目
的
。
例
年
5
月
だ

っ
た
が
、
今
年
は
残
雪
の

多
い
4
月
に
早
め
た
。

滑
落
事
故
の
発
生
を
想

定
し
、
捜
索
、
救
助
、
搬

送
ま
で
を
訓
練
し
た
。
遭

難
者
の
搬
送
で
は
、
専
門

的
な
機
材
を
用
い
ず
、
身

近
な
装
備
品
を
代
用
す
る

方
法
を
展
開
。
遭
難
者
を

搬
送
す
る
時
に
は
自
身
が

な
だ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
安
全
な
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
、
搬
送
し
て

い
る
間
も
声
を
か
け
、
遭

難
者
の
顔
色
を
見
な
が
ら

進
め
る
こ
と
な
ど
を
確
認

し
た
。

‖
伊
那
市
西
春
近
‖

は

「今
年
の
中
ア
は

残
雪
が
か
な
り
多

い
。
春
登
山
な
ど
で

入
山
す
る
人
は
天
候

を
見
極
め
、
重
装
備

で
臨
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

昨
年
、
駒
ケ
根
警

察
署
管
内
で
発
生
し

た
遭
難
は
死
亡
事
故

2
件
を
含
む
6
件
。

千
畳
敷
カ
ー
ル
東
側

下
斜
面
は
絶
え
ず
雪
面
が

凍
結
し
て
い
る
が
、
南
ア

ル
プ
ス
の
眺
望
が
良
く
、

写
真
愛
好
家
な
ど
の
入
り

込
み
が
増
え
、
滑
落
事
故

も
発
生
し
て
い
る
。
今
年

は
特
に
残
雪
が
多
く
、
雪

庇
(せ
っ
ぴ
)と
な
っ
て
い

る
場
所
も
多
い
と
い
う
。

新
こ
み
中
間
処
理
施
設

の
建
設
地
を
検
討
す
る
用

地
委
員
会
が
、
い
よ
い
よ

候
補
地
の
絞
り
込
み
に
入

る
。
こ
れ
で
現
在
の
13
カ

所
か
ら
最
大
で
6
カ
所
、

少
な
く
と
も
9
カ
所
ま
で

候
補
地
が
絞
ら
れ
る
が
、

「や
っ
と
か
」
と
い
う
思

い
が
強
い
▼
検
討
開
始
か

ら
10
カ
月
。
そ
の
間
、
候

補
地
か
ら
除
外
し
た
の
は

2
カ
所
の
み
。
「可
能
性
の

あ
る
場
所
は
残
し
た
い
」

と
い
う
表
向
き
の
理
由
の

裏
に

「候
補
地
を
限
定
し

て
住
民
感
情
を
刺
激
し
た

く
な
い
」
と
い
う
思
い
が

見
え
隠
れ
し
て
い
た
。
そ

の
影
響
か
、
最
終
段
階
に

入
っ
た
今
に
至
っ
て
、
市

民
の
関
心
は
低
い
▼
し
か

し
、
今
度
は
そ
う
い
う
訳

に
い
か
な
い
。
残
っ
た
地

区
は
も
ち
ろ
ん
、
候
補
地

か
ら
除
外
さ
れ
た
地
区
の

あ

ん

ど

人
も
、
た
だ

一
概
に
安
堵

す
る
の
で
な
く
、
こ
の
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
委
員

会
の
結
論
を
見
守
っ
て
ほ

し
い
。

(伊
藤
愛
子
)

一
の
成
道
い

劉
麟

囎
、

翼
蕎
薔

・
鄭

㎝
地

嘉
藁
罷
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和

宮
田
観
音
例
大
祭

五
月
五
日
(子
ど
も

の
日
)

宮

田
観
音
様

の
例
祭
を
厳
修
し
ま
す
。
ご
参

拝

下
さ

い
。

恒
例

の
法
要
行
事

に
併

せ
て
、奉

納

の
子
供
す
も
う
大
会
を

行
な

い
ま
す
。

午
前
九
時
半
よ
り

宮
田
観
音
祈
願
法
要

午
前
十
時
半
よ
り

子
供
す
も
う
大
会

■
子
供
す
も
う
大
会
参
加
者
募
集

◎
午
前
九
時

観
音
様
横
、土
俵
付
近
集
合

◎
午
後
十
時
半

競
技
開
始

◎
午
後
十
二
時

競
技
終
了
予
定

参
加
者

小
学
生
の
男
・女
(檀
徒
以
外
、
村
外
の
ご
家
庭

の
子
供
で
も
参
加
で
き
ま
す
。当
日
の
飛
び
入
り
参
加
は

出
来
ま
せ
ん
)

詳
し
く
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
掌
し

た
だ
に
祈
る

見
上
ぐ
れ
ば

微
笑
し
給
う
妙
音
観
世
音

真
慶
寺
宮

田
観
音
請

合
八
五
-

二
九
九

三
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掛け軸など表装修理承 り会
22日 まで
ベル伊那

 

ペ
ル
シ
ャ
イ
ン
伊
那
店

2
階
文
化
ホ
ー
ル
で
17
～

22
日
、
掛

け

軸

・
屏

風

(び
ょ
う
ぶ
)

・
額
縁
の

表
装
修
理
承
り
会
が
開
か

れ
て
い
る
ー
写
真
。

絵
画
や
書
の
し
み
や
汚

れ
、
表
装
の
破
れ
、
折
れ

な
ど
代
々
伝
わ
る

・
家
宝
を
守
る
た
め

の
何

で
も

相
談

,遮

会
。
破
れ
や
折
れ

、
の

補

修
、
墨

止

..
め
、
染
み
抜
き
な

ど
仕
立
て
の
前
処

理
工
程
な
ど
を
写

真
入
り
で
紹
介
し

て

い

る

ほ

か
、

,扁
19
、
20
日
に
は
表

具
師
に
よ
る
表
装

の
実
演
が
あ
る
。

表
装
の
見
積
も

「
三

り
は
無
料
。
持
参

、
-,延
し
た
掛
け
軸
な
ど

'
の
補
修
は
2
カ
月

戸
巳

ほ
ど
か
か
る
。

会
場
で
は
、
同

語臨

酬鐘

舳騨

中
。
池
上
秀
畝
、
平
山
郁

夫
な
ど
地
元
の
物
故
者
や

中
央
画
壇
で
活
躍
す
る
人

気
作
家
の
作
品
60
点
を
そ

@

鴛
栖
理
「遷
鷺

翻

伊
那
市
西
春
近
小
屋
敷
の
山
荘

「森
樹

(し
ん

じ
ゅ
)」
で
22
日
午
後
7
時
、
春
来
い
コ
ン
サ
ー

議礼
コンン

轡』 ＼

B2800:

《飲 み紅
・10ぴo戸

駐r

う
え
て
い
る
。

営
業
時
間
は
午
前
10
時

時 ～冶
午
後
6
日寺
　

最
終
日
4

桜
の
下
で
飲
み
比
べ

 春
日
城
趾
公
園
で
伊
那
谷
新
酒
祭
り

お

く

や

み

由
-
し

上

げ

.ま

/ず

〆

ん
。

北
原
つ
ま
よ
さ
ん

(き
た
は
ら

・
つ
ま
よ
)

17
日
、
1
0
1
歳
。
伊

那
市
高
遠
町
藤
沢
台
殿
1

4
0
-
2
。
葬
儀
は
21
日

正
午
か
ら
グ
レ
ー
ス
虹
の

ホ
ー
ル
高
遠
。
喪
主
は
長

男
の
徳
美

(と
く
み
)
さ

北
原

敏
子
さ
ん

(き
た
は
ら

・
と
し
こ
)

18
日
、
87
歳
。
駒
ケ
根

市
赤
穂
市
場
割
9
8
8
2

-
12
。
葬
儀
は
21
日
午
後

1
時
か
ら
グ
レ
ー
ス
虹
の

ホ
ー
ル
駒
ヶ
根
。
喪
主
は

子
で
中
央
ア
ル
プ
ス
観
光

(株
)
勤
務
の
政
弘

(ま

さ
ひ
ろ
)
さ
ん
。

前
澤

長
男
氏

(ま
え
ざ
わ

・
な
が
お
)

19
日
、
82
歳
。
駒
ケ
根

市
東
伊
那
栗
林
駒
見
台
2

0
5
8
-
20
。
葬
儀
は
22

日
正
午
か
ら
長
春
寺
。
喪

主
は
長
男
で
日
本
通
運

(株
)
勤
務
の
正
彦

(ま

さ
ひ
ご
)
さ
ん
。

唐
津

兼
人
氏

(か
ら
さ
わ

・
か
ね
と
)

19
日
、
88
歳
。
箕
輪
町

大
字
中
箕
輪
5
9
6
9
。

葬
儀
は
21
日
正
午
か
ら
明

音
寺
。
喪
主
は
長
男
で
会

社
員
の
稔

(み
の
る
)
さ

ん
。

伊
那
谷
の
9
つ
の
酒
蔵

が
持
ち
寄
っ
た
自
慢
の
新

鹿嚢

商
店
の
最
新
情
報

ト
「Y
U
Z
O
ラ
イ
ブ
」
が
あ
る
ー
チ
ラ
シ
か
ら
。

ラ
イ
ブ
に
は
、
関
西
フ
ォ
ー
ク
創
生
期
か
ら

一

貫
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
続
け
る
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
豊
田
勇
造
さ
ん
を
迎
え

る
。
関
西
弁
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た

歌
づ
く
り
と
ギ
タ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
独
自
の
ス
タ

イ
ル
を
確
立
。
日
本
や
ア
ジ
ア
各
地
を
回
り
、
年

間
1
0
0
回
を
数
え
る
ラ
イ
ブ
を
こ
な
す
。
ア
ル

覧§1
灘灘 畔

・ 田 勇 造
,

oyodoY"o《 ば う,
"♪一ク相,●i'w－
γ唾む婚,67づ 〃ふユ ウ声ト

携 甥 漂:瀦 灘 己
し　ヘメセノシ　けノ　ロバむむ

臨 叉伊昂㈱ 蛎一夜で品

一騎
一'七 一楡 一触

オトセほ 　 ン　 ヲ ポ か

熱
バ
ム
は

「夢
で
会
い
た
い
」
な
ど

多
数
。

当
日
は
、
市
内
在
住
の
中
山
秀

幸
さ
ん
に
よ
る
南
ア
ル
プ
ス
山
岳

写
真
展
も
同
時
開
催
。

会
費

(飲
み
物
込
み
)
は
前
売

り
2
5
0
0
円
、
当
日
2
8
0
0

円
。
ラ
イ
ブ
後
の
懇
親
宴
会
費
は

千
円
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
森
樹
(宕
76
・

6
5
3
3
)
へ
。

お
く
や
み
の
お
知
ら
せ

ば
無
料
で
す
。
本
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
T
E

L
72

・
4
1
0
0
、
F
A

X
77

・
1
9
5
0

酒
を
飲
み
比
べ
る

「第
6

回
伊
那
谷
新
酒
祭
り
」
が

19
日
、
満
開
の
桜
に
彩
ら

れ
た
伊
那
市
の
春
日
城
祉

公
園
で
開
か
れ
た
。
地
元

の
商
店
主
ら
で
つ
く
る

「ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
西
町
の

会
」
(向
山
等
会
長
)
主

催
。訪

れ
た
人
た
ち
は
1
枚

に
つ
き
グ
ラ
ス
ー
杯
の
酒

を
味
わ
え
る
チ
ケ
ッ
ト

(
7
枚
つ
づ
り
千
円
、
3

枚
つ
づ
り
5
0
0
円
)
を

買
い
求
め
る
と
、
各
酒
造

メ
ー
カ
ー
が
テ
ン
ト
に
ず

ら
り
と
並
べ
た
銘
柄
の
中

か
ら
ど
れ
を
飲
も
う
か
と

品
定
め
。
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
に

「こ
っ
ち
の
方
が

辛
口
で
す
よ
」
な
ど
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
酒
を

選
ぶ
と
、
一
口
ず
つ
じ
っ

く
り
と
味
わ
っ
た
。
飲
み

終
わ
る
と
早
速
次
の
銘
柄

の
酒
を
選
ん
で
注
い
で
も

ら
い
、
微
妙
に
違
う
味
や

香
り
を
比
べ
て
楽
し
ん
で

い
た
‖
写
真
。

「ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
西
町

の
会
」
会
長
の
向
山
さ
ん

本
日
の
葬
儀

小
澤
さ
わ
さ
ん

88
歳
。
伊
那
市
山
寺
区

上
村
1
4
3
3
。
正
午
か

ら
フ
ジ
サ
ワ
セ
レ
モ
ニ
ー

西
町
会
館
。
喪
主
は
長
男

の
尋
美
さ
ん
。

白
鳥
朝
子
さ
ん

84
歳
。
駒
ヶ
根
市
北
町

19
-
5
。
午
後
零
時
30
分

か
ら
安
楽
寺
。
喪
主
は
長

男
の
順
二
さ
ん
。
(施
行

・

ア
ル
テ
ホ
ー
ル
光
祥
院
)

唐
津
清
子
さ
ん

73
歳
。
箕
輪
町
三
日
町

1
8
3
4
。
午
後
4
時
か

ら
平
安
祭
典
辰
野
斎
場
。

喪
主
は
長
男
の
秀
夫
さ

ん
。明

日
の
葬
儀

北
原
つ
ま
よ
さ
ん

1
0
1
歳
。
伊
那
市
高

遠
町
藤
沢
台
殿
1
4
0
-

2
。
正
午
か
ら
グ
レ
ー
ス

虹
の
ホ
ー
ル
高
遠
。
喪
主

は
長
男
の
徳
美
さ
ん
。

北
原
敏
子
さ
ん

87
歳
。
駒
ヶ
根
市
赤
穂

市
場
割
9
8
8
2
-
12
。

午
後
1
時
か
ら
グ
レ
ー
ス

虹
の
ホ
ー
ル
駒
ヶ
根
。
喪

主
は
子
の
政
弘
さ
ん
。

唐
津
兼
人
氏

88
歳
。
箕
輪
町
大
字
中

箕
輪
5
9
6
9
。
正
午
か

ら
開
音
寺
。
喪
主
は
長
男

の
稔
さ
ん
。

小
林
喜
明
氏

80
歳
。
宮
田
村
1
2
9

-
4
。
午
前
11
時
か
ら
白

心
寺
。
喪
主
は
長
女
の
夫

の
晃
さ
ん
。
(施
行

・
ア

ル
テ
ホ
ー
ル
光
祥
院
)

お
通
夜
か
ら
葬
儀

・
告
別
式

・
法
要
ま
で

霧
羅
墾

株

グ

レ

ー

7
の

テ

ィ

ー

ピ

ー

エ

ム

新
陣
容
決
ま
る

テ
ィ
ー
ピ
ー
エ
ム

(
本

社

・
宮
田
村
)
は
こ
の
ほ

ど
、
取
締
役
な
ど
の
新
陣

容
を
発
表
し
た
。

内
容
は
次
の
通
り
。

▽
代
表
取
締
役
社
長
ー

山
田
益
▽
取
締
役
副
社
長

虹

の

ホ

ー

ル

伊

那

宕
7

6

-
1

1

0

9

駒

ケ

根

宕
8

1

1
1

1

0

9

高

遠

冠
9

4
.1
1

4
.(U
9

童

画

宕
7

7

1
1

1

0

9

臨
ひ

ル
四
陪
■

(0
刀噂
』
噂
1
'■
刀
噂
n
U
O
▽

獅
輸

一

睡ー

覧

.勘違

は

「今
年
は
天
気
も
良

く
、
風
も
穏
や
か
で
絶
好

の
日
和
だ
。
桜
の
下
で
お

‖
唐
澤
敏
治

(昇
格

・
社

長
補
佐

・
総
務
経
理
全
般

担
当
)
▽
常
務
取
締
役
ー

高
坂
勉

(タ
ー
ビ
ン
ブ

レ
ー
ド
事
業
部
事
業
部

長
)
▽
取
締
役
‖
山
田
稔

(品
質
管
理
部
担
当

・
I

S
O
担
当
)
▽
監
査
役
ー

清
水
忠
之

い
し
い
酒
を
存
分
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。き

き
酒
コ
ン
テ
ス
ト
の

ほ
か
、
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
ゴ
ン
ベ
エ
ワ
ー
ル

ド
、
小
出
太
鼓
、
ア
フ
リ

カ
ン
ド
ラ
ム
演
奏
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ

県
伊
那
倫
理
法
人
会

22
日

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

県
伊
那
倫
理
法
人
会
は

22
日
、
箕
輪
町
の
伊
那
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
第
4
0

6
回
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
く
。
中
村
威
彦

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

・

中
村
威
彦
さ
ん
が

「法
律

と
倫
理
」
と
題
し
て
話

す
。
午

前
6
時
～
同
7

時
。
問
い
合
わ
せ
ば
、
県

伊
那
倫
理
法
人
会
事
務
局

(
宕
0
2
6
5

・
74

・
0

4
1
7
)
へ
。

り
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

た
。㊦ ア暫=肌車検

■H協 】再三蛙鯖 ご軽 車ロ

ノ」4口=● 勤1車
お気軽 にご相談 くだ さい。伊那市 中央区

ご予約の方は盈78・2468

、

W
愛
光
典
礼
社

(
あ
い
こ
う
て
ん
れ
い
し
ゃ)箕輪本社宕71,3201伊那間合76-7460

'

」

㈲
サ
シ
又
イ
生
花
店

ナ

ワ

ハ

ナ

ヤ

さ
ん

ナイ

ス
ロ
ード

店
宕
7
8
1

8
7
8
3伊那北店宕7315872

コンピューター会計・税務

税理士法人あおば会計

㈲ 花輪計算センター

伊那市大芦町TEL72-6131

⌒
黒田ミシ踊 会
伊那市旭町(ナガギン南)n72-2413
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ー
の
本
を
読
ん
で
い
る
ヒ
マ
ワ
リ

と
、
早
川
美
佳
さ
ん
11
箕
輪
町
‖
の

本
を
持
つ
ゾ
ウ
の
作
品
。
平
賀
研
也

伊
那
図
書
館
長
は

「小
さ
な
カ
ー
ド

サ
イ
ズ
に
な
っ
て
も
、
は
っ
き
り
分

か
る
デ
ザ
イ
ン
な
の
が
良
い
。
色
も

温
か
み
が
あ
っ
て
大
変
き
れ
い
だ
」

と
話
し
て
い
る
。

新
デ
ザ
イ
ン
移
行
は
5
月
中
の
予

定
。
新
規
発
行
以
外
で
新
デ
ザ
イ
ン

「

=

芸

繊 麗管 覇踊

∴ 重言つ～ 栖
蛤メoe、

輪 情'亀

'瓢 ノ

 

む

欝
、

>9'

伊那市立図書館

 

早
川
美
佳
さ
ん
の
作
品
(右
)と
宮
下
光
誠
君
の
作
品
(左
)

伊那市立図書館

宮下光誠君(伊那)と早川美佳 さん(箕輪)の作品

カ
ー
ド
を
希
望
す
る
場
合
は
再
発
行

扱
い
で
1
枚
1
0
0
円
か
か
る
。

07
年
12
月
25
日
か
ら
今
年
3
月
2

日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
は

1
9
6
人
の
2
0
9
点
。
全
作
品
を

3
月
4
日
か
ら
10
日
間
、
市
立
図
書

館
に
掲
示
し
て

一
般
か
ら
の
投
票
で

50
点
に
し
ぼ
り
、
伊
那
と
高
遠
町
の

図
書
館
長
が
特
別
に
推
薦
し
た
15
点

を
加
え
て
市
教
育
長
、
信
州
高
遠
美

術
館
長
、
伊
那
と
高
遠
町
の
図
書
館

長
な
ど
が
審
査
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

▼
入
選
一
宮
下
光
誠

(伊
那
市
中

央
)
早
川
美
佳

(箕
輪
町
)
▼
佳
作

-
酒
井
麻
里

(伊
那
市
西
春
近
)
小

坂
環
(伊
那
市
伊
那
)
柴
希
代
実
(箕

輪
町
)
こ
う
の
け
ん
た
ろ
う

(伊
那

市
西
町
)
西
村
春
陽
(伊
那
市
山
寺
)

小
林
純
也

(辰
野
町
)
は
や
し
ふ
う

か

(伊
那
市
荒
井
)
伊
藤
楓

(伊
那

市
美
篶
)

一
ー
ー二

ー
一
=
一
ー
ー
ー一
一
ー
一
=
一
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
一
=

=
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一
ー
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一
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一
=

一=

=

=
=

=
一
ー
ー
ー
ー一
一
「
=
=

=

一一
=

=
一
ー
一
一
=
=

=
=

=
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一
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ー
一
一=
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ー
ー
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ー
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一ー
一
=
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ー
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=
一
一
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=
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=
一
=

一
=
=

一
一ー
一
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ー
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ー
ー
一
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ー
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一
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=
一
一
一
=
=

一
=
=

=

一=

一
一
=
一
二
ー
一
=
=

=

一=

=
=

=

=
一
ー
ー二

一
ー
ーー
一
=
一
ー
ー
ー
ーー
二

ーー
ー
ー
ー
一=

一
=
一
一
=

三
峰
川
堤
防
の
桜
を
巡
る

み

ら

い
会

議

が

「
ツ

ア

ー

」

伊
那
市
の
三
峰
川
堤
防

沿
い
の
桜
を
眺
め
な
が
ら

川
沿
い
を
の
ん
び
り
歩
い

て
も
ら
お
う
と
、
市
民
団

体
の
三
峰
川
み
ら
い
会
議

(織
井
秀
夫
代
表
)
は
19

日
、
「三
峰
川
の
桜
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
」
を
し
た
。
好

評
だ
っ
た
昨
年
に
続
い
て

2
年
目
。
家
族
連
れ
な
ど

約
20
人
が
参
加
し
、

折
良
く
満
開
と
な
っ

た
桜
の
花
と
と
も
に

三
峰
川
べ
り
の
自
然

の
風
景
を
楽
し
ん
だ

ー
写
真
。

参
加
者
は
午
前
11

時
、
ス
タ
ー
ト
地
点

の
伊
那
市
役
所
前
を

歩
い
て
出
発
。
約
8

己
先
に
あ
る
ゴ
ー
ル

の
高
遠
町
、
山
田
河

原
臨
時
駐
車
場
を
目

指
し
た
。
晴
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
時
折

強
い
風
が
吹
き
付
け

る
天
候
と
な

っ
た

が
、
青
島
堤
防
の
桜

並
木
に
さ
し
か
か
る

と
、
風
に
飛
ば
さ
れ
た
た

く
さ
ん
の
花
び
ら
が
目
の

前
を
乱
舞
す
る
幻
想
的
な

シ
ー
ン
に
遭
遇
。
「き
れ

い
だ

ね
」
と
歓

声
が
上

が

っ
た
。

参
加
し
た
伊
那
市
伊
那

の
女
性

(72
)
は

「桜
も

ち
ょ
う
ど
見
事
な
咲
き
具

合
で
き
れ
い
だ
っ
た
。
来

年
も
参
加
し
た
い
」
と
話

し
た
。

高

遠

高

校

5
月
10
日
に

公

開

授

業

高
遠
高
校

(伊
那
市
)

は
5
月
10
日
、
地
域
や
中

学
生
、
保
護
者
を
対
象
に

し
た
公
開
授
業
を
す
る
。

希
望
者
は
、
5
月
8
日
ま

で
に
同
校

(宕
94

・
4
2

6
2
)

へ
申
し
込
む
。

公
開
授
業
は
、
開
か
れ

た
学
校
作
り
や
教
育
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
う
ね
ら

い
。当

日
は
コ
ー
ス
別
、
英

語

・
数
学
習
熟
度
別
な
ど

す

べ
て
の
授
業
を
開
放
す

る
。
時
間
は
1
限
が
午
前

9
時
～
9
時
50
分
、
2
限

10
時
～
10
時
50
分
、
3
限

午
後
0
時
10
分
～
1
時
。

上田紬の着物の魅力伝える
染織作家・小山憲市

さん伊那で展覧会

上
田
市
在
住
の
上
田
紬
(つ
む
ぎ
)の
染
織
作

家
、
小
山
憲
市
さ
ん
の
展
覧
会
が
19
日
、
伊
那

市
駅
前
ビ
ル
い
な
っ
せ
2
階
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
始
ま
っ
た
11
写
真
。
県
内
外
で
展
覧
会
を

開
い
て
い
る
が
、
南
信
で
は
伊
那
で
2
度
目
。

遠
目
に
は

一
色
に
見
え
る
着
尺
は
、
近
く
で

見
る
と
何
色
も
の
糸
で
織
っ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
質
感
も
異
な
る
。
「着
る
人
を
引
き
出
せ

る
シ
ン
プ
ル
な
着
物
を
作
り
た
い
」
と
着
心
地

も
含
め
色
、
糸
、
質
感
に
こ
だ
わ
り
、
じ
わ
じ

わ
と
味
わ
い
が
出
る
作
品
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
今
回
は
訪
問
着
、
帯
、
着
尺
な
ど
約
50
点

が
あ
る
。

「着
物
は
実
用
着
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
替

わ
り
、
お
し
ゃ
れ
感
も
違
っ
て
き
て
い
る
。
洋

服
で
は
出
せ
な
い
そ
の
人
ら
し
さ
を
着
物
で
出

し
た
い
。
今
の
時
代
に
作
り
た
い
も
の
を
探
り

な
が
ら
や
っ
て
い
る
」
と
小
山
さ
ん
。
「ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
の
で
気
楽
に
見
て
、
触

っ
て
、知

っ
て
ほ
し
い
。

何
か
心
に
残

っ
て
帰

っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。
20
日
ま
で
。
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 唱

■いで義 ご無き

■た約装相料装

■封 窪雫霧
■摺賛 諭
■ どが 。気 も

■ 轟呈 警3
■

遼

表 表
装 装
前 後

レ 銭擦

▲

～家 宝 を 守 る～ ■

掛 軸 ・屏風 ・額 縁1
表装修理承り会 ■

■★額縁修理承ります 園4月17日 ㈱～22日 図
■ ★作家調査・読み意味調査・

1婦 警欝 どのこ撒 も く?ペルシャイン伊那店
■ ■ ■ ■ ■.■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

回 田 日本画 ・掛軸 ・功芸画 など名 品多数 ■

巳1【圏 取り揃えて蔵 出し価格にて展示販売 ■

■

AM1。,。。～PM6,。。(終日はPM4,∞終了)■

田2F文 化ホール ■
■

■酬shi
.e伊 那 市 日影435-1⑰0265(76)2111

⑳
お世話になっているお母さんに感謝を込めて

母の日に新茶をプレゼントしませんか!

新茶ギ7ト
ご予 約 承 り中

綱切り4月30日(水)
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伊那市上牧区清水町6608(生鮮市場さん北側)
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初節句のお返しに

かしわ餅
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つ

ホ
予

完

本

☆
天

当
分
の
メ
ニ
ュ
ー

欝マトは

約して

 

完
零

下

☆
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理
物
集
ノ

55

ヵ

鵠

夕

媚

産
企
廃
有

箕

工任

業
指

確かな技術で
総 合 建

南箕輪村水道・下水道排z

宴軽≡≡■7
南箕輪村TEL(0265)78・08`

囲 韓国の崔・南原市長来伊

 

韓
国
南
部
の
南
原

(ナ

ム
ウ
ォ
ン
)
市
の
崔
重
根

(チ
ェ
チ

ュ
ン
ク
ォ
ン
)

市
長
ら
5
人
が
18
日
、
初

〃 つ【馨

 

ー
め
て
伊
那
市
を
訪
れ
、
小

坂
樫
男
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
。

一
行
は
芸
術
文
化

団
体
と
の
交
流
や
高
遠
城

伊
那
市
を
訪
れ
た
崔
南

原
市
長
(中
央
)
ら

趾
公
園
の
桜
な
ど
を
楽
し

み
20
日
に
帰
国
す
る
。

南
原
市
は
、
伊
那
市
名

誉
市
民
で
あ
る
高
木
東
六

さ
ん

(故
人
)
が
作
曲
し

た
オ
ペ
ラ

「春
香
」
の
舞

台
。
今
年
2
月
下
旬
の
韓

国
×
統
領
就
任
式
で
、
招

待
さ
れ
て
い
た
日
韓
親
善

伊
那
谷
の
会
顧
問
の
小
坂

伊
那
市
長
と
崔
市
長
が
同

席
し
、
互
い
の
文
化
な
ど

に
つ
い
て
話
が
弾
み
、
伊

那
市
高
遠
町
の
桜
も
紹

介
。
今
回
の
来
伊
が
決
ま

っ
た
と
い
う
。

市
役
所
を
訪
れ
た
崔
市

長
は
、
出
迎
え
た
市
職
員

一
人
ひ
と
り
と
、
に
こ
や

か
に
握
手
を
交
わ
し
た
。

小
坂
市
長
は

「お
互
い
に

力
を
合
わ
せ
、
市
民
レ
ベ

ル
の
交
流
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
歓
迎
。
崔
市
長

は
、
「伊
那
市
は
桜
ま
つ

り
が
盛
大
と
聞
く
。
南
原

市
に
も
大
き
な
祭
り
が
2

つ
あ
る
の
で
祭
り
の
や
り

方
を
学
び
た
い
。
両
市
が

文
化
的
発
展
を
も
っ
と
活

発
に
す
る
た
め
の
交
流
を

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

南
原
市
の
つ
つ
じ
祭
り
の

時
期
に
伊
那
市
長
を
招
待

し
た
い
と
も
話
し
た
。

南
原
市
に
は
伊
那
市
の

女
性
団
体
な
ど
で
つ
く
る

民
間
の
使
節
団
が
今
月
末

か
ら
3
日
間
、
『春
香
伝
』

に
ち
な
ん
だ

「春
香
祭
」

に
訪
れ
る
計
画
で
、
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
の
輪
が
広

が
り
そ
う
だ
。

箕輪町の箕輪北部営農組合は、ジャガイモ栽

培のオ ーナ ーを募集 している。

組合が進め る農業活性化事業 の一環で、遊休

荒廃農地の解消、生産性 を高めるなど、町の農

業振興 と地域の活性化を図 る。

閨
北部営農組合・農業活性化の一環

ジャガイモ栽培オーナー募集

オ ーナ ーは ジャガ イモのまきつけ(26日 午前

9時 ～正午)と 収穫作業をする。場所は農産物

直売所(愛 来里)北 の畑(10㌃)で 、1区 画に

つき種芋20個 。15㌔ を補償する。参加費千円。

問い合わせば、JA箕 輪町支所営農課 内北部

営農組合事務局 の松田 さん(宕79・0636)へ 。

 

北
部
消
防
連
絡

協
議
会
総
会

辰
野
町
、
箕
輪
町
、
南
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村
の
消
防
団
で
つ
く

一
一=

=

ニ
=

一=

=

=
【
一
=
ニ

=

一ー
ー
ー
ー
ー二

ー
ーー
ー
ー
ー二

一
=

一ー
ー
ー
一一
=

一
ーー
ー
ー
ーー
一
=

一ー
ー
ー
一
=
一
一
一
=
一
一
=
ニ

ニ
一
一
ー
ー
一=

ニ
ニ

一
=
ニ

ニ

}ニ

=
一
=

一
ー一
=

一
ーー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
一
=
一
一
ーー
一
=
一
=

一
一
ーー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
一
一
ーー
ー
ー
ーー
ー
二

二
一
=

一=

=

=
=

ニ
ー
ー
一
=
一
一
=

一=

=
ニ

ー
ー
ー一
二

ーー
一
一
ー
一=

一
=
一
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
ー
一
一
ー一
=

=
一
ー
ー一
一
ー
一
二
一
一
=
一
一
=

=
一
ー
一
一ー
ー
ーー
ー
ー
二

一
ーー
ー
一
一=

一
二
=

一
ー二

一
一一
一
一
ー
ー一
=

二
一
一
=

第
20
回
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル

・

囲
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(日
本
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー
主
催
)
の

全
国
大
会
ー
5
月
4
日

・
大
阪
府
ー

に
、
南
箕
輪
村
の
望
月
音
楽
教
室
伊

那
レ
ッ
ス
ン
室
の
小
中
学
生
3
人
が

出
場
す
る
。
大
会
は
プ
ロ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
共
演
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
本
番
を
楽
し
み
に

練
習
し
て
い
る
。

出
場
す
る
の
は
シ
ニ
ア
・
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ト

・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
部
門
の

大
塚
智
哉
君
(
13
)
‖
南
箕
輪
中
学
校

2
年
、
リ
ト
ル

・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
部

門
の
米
窪
拓
哉
君
(10
)ー
南
箕
輪
小

学
校
5
年
、
藤
沢
優
花
さ
ん
(10
)ー

南
箕
輪
小
4
年
。
3
人
は
部
門
別
の

課
題
曲
集
か
ら
選
曲
し
、
全
国
区

テ
ー
プ
審
査
、
地
区
本
選
大
会
を
勝

ち
上
が
り
、
「グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ル

』
三

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
と
共
演
で

き
る
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
。

4
年
連
続
出
場
の
大
塚
君
は
、
べ

⑫アノ団刀工

.㌔

ジ
ー
ト
ー
ベ
ン

「ソ
ナ
タ
第
8
番
ハ
短

調
O

p
.13

『悲
愴
』
よ

り
第
1
楽

章
」
で
挑
戦
。
「オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と大塚智識君伸2)米窪拓哉君(小5)藤沢優花さん(小4)

共
演
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
楽
し

み
。
こ
の
大
会
の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
」
と
意
気
込
む
。

初
出
場
の
米
窪
君
は

「緊
張
し
そ

う
だ
け
ど
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
発
揮
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
だ
け
で
夢

の
よ
う
」。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「ソ
ナ

チ
ネ
第
5
番
ト
長
調
よ
り
第
1
楽

章
」
を
演
奏
す
る
。

藤
沢
さ
ん
の
演
奏
曲
は
ブ
ル
グ
ミ

ュ
ラ
ー
「『25
の
や
さ
し
い
練
習
曲
』

よ
り

や
さ
し
い
花
」。
2
年
連
続

出
場
で

「前
回
よ
り
う
ま
く
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。
早
く
プ
ロ
の
人

た
ち
と
演
奏
し
た
い
」
と
本
番
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

全
国
大
会
は
全
4
部
門
に
約
1
0

0
人
が
出
場
。
3
人
を
指
導
す
る
望

月
音
楽
教
室
の
望
月
玲
子
さ
ん

(主

宰
)
と
、
平
林
千
枝
さ
ん
は

「人
の

心
に
届
く
、
春
の
日
差
し
の
よ
う
な

暖
か
な
音
で
ピ
ア
ノ
を
奏
で
て
き
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

る
上
伊
那
北
部
消
防
連
絡

協
議
会
は
18
日
、
定
期
総

会
を
箕
輪
町
の
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
08
年

度
の
事
業
計
画
案
や
予
算

案
を
承
認
し
た
。

08
年
度
の
主
な
事
業
は

▽
水
防

訓
練

(5
月
18

日
)
▽
幹
部
訓
練

(5
月

31
日
)
▽
県
ポ
ン
プ
操
作

大
会
激
励
会

(
7
月
27

日
)
▽
正
副
分
団
長
研
修

(9
月
6
日
)
▽
ラ
ッ
パ

訓
練
▽
幹
事
会
ー
な
ど
。

負
担
金
は
辰
野
町
16
万
4

8
0
0
円
、
南
箕
輪
村
13

万
8
2
0
0
円
、
箕
輪
町

17
万
7
千
円
で
、
計
48
万

円
。08

年
度
役
員
は
次
の
み

な
さ
ん
。

▽
会
長
‖
平
沢
久

一

(箕
輪
町
団
長
)
▽
副
会

長
ー
武
居
保
男

(辰
野
町

団
長
)
松
沢
武
夫

(南
箕

輪
村
団
長
)
▽
評
議
員
ー

小
松
孝
寿

(箕
輪
町
副
団

長
)
古
村
幹
夫

(辰
野
町

副
団
長
)
藤
田
政
幸

(南

箕
輪
村
副
団
長
)
▽
幹
事

長
ー
倉
田
昌

(箕
輪
町
本

部
長
)
▽
幹
事
h
林
国
久

(辰
野
町
本
部
長
)
唐
沢

英
樹

(南
箕
輪
村
本
部

長
)
上
田
康
夫

(辰
野
町

消
防
主
任
)宮
下
裕
司
(南

箕
輪
村
消
防
主
任
)
▽
書

記
ー
滝
沢
光
義

(箕
輪
町

消
防
主
任
)
▽
参
与
ー
内

山
朝
高

(箕
輪
消
防
署

長
)
丸
山
均

(辰
野
消
防

署
長
)
加
藤
純
治

(南
箕

輪
村
総
務
課
長
)

町
公
民
館
学
級

受
講
者
を
募
集

▲
`

箕
輪
町
公
民
館

は
5
月
8
日

ま

W
三

で
、
公
民
館
学
級

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

る
。
申
し
込
み
、
問
い
A口

わ
せ
は
町
公
民
館

(79

・

2
1
7
8
)
へ
。
募
集
内

容
は
次
の
通
り
。

〃
"
高

宿

㎝

高
湯
憩

◇
ふ
き
は
ら
大
学

▽
内

容
ー
郷
土
、健
康
、教
養
、

人
生
問
題
な
ど
の
学
習

(年
10
回
以
上
)
▽
対
象

ー
お
お
む
ね
30
歳
以
上
の

男
女

◇
ふ
き
は
ら
大
学
院

▽

大
学
で
の
学
習
を
よ
り
発

展
さ
せ
る

(年
10
回
以

上
)
▽
対
象
‖
ふ
き
は
ら

大
学
の
修
了
者

◇
ふ
れ
あ
い
学
級

(夜
間

の
部
)
▽
郷
土
、
健
康
、

教
養
、
人
生
問
題
な
ど
の

学
習

(年
10
回
以
上
)
▽

対
象
‖
お
お
む
ね
30
歳
以

上
の
男
女

て、汚れ

増 えて

古くなった建

障子、綱

ンタ一

席 シ≡
1ヒ872
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「酒銘 井の頭とは『井戸』の頭(か しら)、

すなわち最高の湧水を意味し、醸す酒は
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■

■

あなたのおてつだ い

撫 曇◎ 一
駒 ケ根 市 ・伊 那 市 ・宮 田村

松 井 自動 車
ゆたかなカ ー ライ フ

小
林
さ
な
恵
さ
ん
幽
準
グ
ラ
ン
プ
リ

シルクミュージアム まゆクラフト作品展
語

駒
ケ
根
シ
ル
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

叶苅

 19
日
、
「ま

ゆ
ク

ラ
フ
ト
作
品
展
」
の
入
賞

者
表
彰
式
を
同
館
で
開
い

た
。
フ
ラ
メ
ン
コ
衣
装
を

ま
と
い
、
踊
る
女
性
た
ち

の
様
子
を
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト

で
表
現
し
た
茨
城
県
の
宮

本
昭
子
さ
ん
の
作
品

「カ

ル
メ
ン
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
。
ま
た
、
「ま
ゆ
っ

こ
サ
ー
ク
ル
」
の
一
員
と

し
て
同
館
の
体
験
工
房
で

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
を
教
え
て

い
る
駒
ケ
根
市
の
小
林
さ

な
恵
さ
ん
の

「花
嫁
」
が

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば

れ
、
そ
れ
ぞ
れ

ん

表
彰
状
と
ト
ロ

縮

フ
で

が
贈
ら

小

れ
た
。

読

同
館
で

一
般

な

公
募
の
ま
ゆ
ク

礪

と

ラ
フ
ト
の
作
品

別

居
を
開
く
の
は

`
ヅ

ン

今

回
が
初
め

の

て

横
浜
市
の

準

シ
ル
ク
博
物
館

で
開
か
れ
て
い

た
作
品
展
を
引
き
継
ぐ
形

で
、
今
回
の
作
品
展
が
実

現
し
た
。

作
品
は
全
国
か
ら
募

集
。
県
内
の
ほ
か
、
青
森

県
、
茨
城
県
な
ど
か
ら
も

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
約
60

点
が
集
ま
っ
た
。

審
査
で
は
、
創
造
的
で

新
鮮
味
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
重
視
し
、
グ
ラ
ン
プ

リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ほ

か
、
特
別
賞
7
点
を
選

出
。
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と

な
っ
た
小
林
さ
ん
は
、
娘

の
花
嫁
姿
の
写
真
を
み
な

懸

が
ら
今
回
の
作
品
を
制
作

し
た
。
生
糸
で
作
成
し
た

ベ
ー
ル
の
部
分
は
特
に
苦

労
し
た
と
い
う
が

「頑

張
っ
た
か
い
が
あ
っ
て
嬉

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

ま
た
、
岩
下
嘉
光
名
誉

溺

、

で同館で
る 「まゆ
品展」

酷
離

 1れ
フ

月
か

ラ

6

開
ク

館
長
は

「賞
に
も

れ
た
作
品
の
中
に

も
素
晴
ら
し
い
作

品
が
あ
っ
た
。
こ

ん
な
に
素
晴
ら
し

い
作
品
を
た
く
さ

ん
の
人
が
作
っ
て

お
り
、
来
年
、
再

来
年
と
作
品
展
を

続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い

た
。今

回
寄
せ
ら
れ

た
全
作
品
と
特
別

出
展
作
品
な
ど
約

1
0
0
点
を
展
示

し
た

「ま
ゆ
ク
ラ

フ
ト
作
品
展
」
は
6
月
1

日
ま
で
、
同
館
で
開
催
し

て
い
る
。
午
前
9
時
～
午

後
5
時

(最
終
入
館
時
間

は
午
後
4
時
半
)
水
曜
日

休
館
。

部活の楽 しさ、意義をアピール
コン ハ ア ちり ぺペ ハ ベ ミヘ ヘ ベ ロ シ 　 ど ベ ヒ ド ン じ ド こ り

i宅 ・叉ギc鷲 ぐ＼影 ㌻"

η-〉 ＼ 二
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実
演
を
交
え
、
部
活
説
明
会

国

飯

島

中

で

説

明

会

飯
島
中
学
校
で
こ
の
ほ
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宮
田
村
の
住
民
有
志
が
中
心
商
店

圃
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
梅
が
里

ギ
ャ
ラ
リ
ー

「手
づ
く
り
屋
」
が
19
日
、
本
オ
ー

プ
ン
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
品
者
を
講
師
に
各
種

ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
を
開
く
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

中心商店街にギャラリー 本オープン

空き店舗から発信 一…

広がるミ手づくりミの輪

手
づ
く
り
し
た
い
人
を

応
援
し
よ
う
と
南
部
区
の

木
工
業
、
三
浦
敏
夫
さ
ん

(54
)
ら
が
中
心
に
な
っ

て
開
設
。

出
品
料
を
納
め
れ
ば
誰

で
も
作
品
を
展
示
、
販
売

で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

3
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
当

初
は
12
人
だ
っ
た
出
品
者

は
こ
の
日
ま
で
に
箕
輪
町

か
ら
飯
田
市
ま
で
の
25
人

に
増
え
た
。

絵
画
や
木
工
品
、
陶

芸
、
織
物
な
ど
所
狭
し
と

並
ぶ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
。

作
品
の
展
示
、
販
売
だ
け
で
な
く
、

体
験
も
で
き
る
梅
が
里
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「手
づ
く
り
屋
」

こ
の
日
は
、
鏡
割
り
や

餅
つ
き
な
ど
も
催
し
、
ク

ラ
フ
ト
体
験
教
室
で
は
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
作
ろ

う
と
、
親
子
連
れ
の
姿
も

目
立
っ
た
。

町
三
区
の
丸
山
美
香
さ

ん
は
息
子
の
龍
飛
君
ー
宮

田
小
4
年
11
と
、
娘
の
美

優
さ
ん
11
同
2
年
ー
と

一

緒
に
教
室
に
参
加
。

「な
か
な
か
手
づ
く
り

体
験
す
る
機
会
が
な
か
っ

た
が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
か
ら
も
通
い
た

い
」
と
話
し
た
。

各
種
教
室
、
出
品
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
ば
三
浦

さ
ん
(宕
0
9
0
・3
1
4

2
・3
6
9
1
)ま
で
。

ど
、
1
年
生
を
対
象
に
し

た
部
活
説
明
会
が
あ

っ

た
。
10
部
が
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
凝
ら
し
、
部
活
動
の

楽
し
さ
、
意
義
を
強
力
に

ア
ピ
ー
ル
、
1
年
生
は
ど

ん
な
活
動
を
す
る
の
か
、

自
分
に
は
ど
ん
な
部
活
が

合
う
の
か
、
真
剣
に
説
明

を
聞
い
た
。

同
校
の
部
活
は
文
化
系

耳
よ
り
伝
一三目板
を
設
置

図書館08年 度のテーマは「環境」

⑳
中
川
村
の
中
川

村
図
書
館
は
村
民

に
地
球
環
境
に
関

心
を
持

っ
て
も
ら
お
う

と
、
08
年
度
の
テ
ー
マ
を

「環
境
」
と
設
定
し
、
1

「
耳
よ
り
伝
言
板
」
に

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

年
間
、
「環
境
」
に
か
か

わ
る
図
書
の
展
示
、
リ
サ

イ
ク
ル
工
作
、
「環
境
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

な
ど
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
テ
ー
マ
「環
境
」

が
吹
奏
楽
、美
術
、演
劇
、

体
育
系
が
野
球
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ

ッ
ト

(
男
女
)、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

(男
女
)
。

演

劇
部

は

「夜

間
飛

行
」
を
熱
演
し
、サ
ッ
カ
ー

部
は
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
続
き
、
ボ
ー
ル
を
自
在

に
扱
い
、
パ
ス
や
ヘ
デ
ィ

ン
グ
な
ど
を
披
露
。
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ

ュ
ー
ト
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
パ
ス
と
激
し
い
動
き

を
見
せ

「明
る
く
、
楽
し

く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

一
緒
に
快
い
汗
を
流

し
ま
し
ょ
う
」
と
入
部
を

勧
誘
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
男

女
と
も
に
、
迫
力

あ
る

サ
ー
ブ
、
レ
シ
ー
ブ
、
ア

タ
ッ
ク
な
ど
で
バ
レ
ー
の

楽
し
さ
を
伝
え

「初
心
者

歓
迎
」
「基
礎
か
ら
教
え

ま
す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

1
年
生
は
23
日
か
ら
仮

入
部
。
部
活
見
学
は
5
月

2
日
ま
で
、
正
式
入
部
は

5
月
7
日
の
予
定
。

」

の
一
環
と
し
て
、
入
口
付

近
に

「耳
よ
り
伝
言
板
」

を
設
け
、
「ゆ
ず
り
ま
す
」

「ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」

「耳
よ
り
情
報
」
な
ど
情

報
交
換
の
場
を
設
け
た
。

社
協
事
業

・
ワ
ク
チ
ン

購
入
に
も
協
力
し
よ
う

と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ

た
を
集
め
る
箱
も
設
置
し

た
。同

館
で
は

「資
源
再
活

用
と
情
報
収
集
の
場
と
し

て
活
用
を
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

浄水器 ・マ ッ ト・モ ップ ・タオ ル ・清掃 用具 の レンタル は

悶 ダスキン吉澤
醤

ヨ ゴ レ ハ 七口七口

夢み 兀座 国0120-450800

株式会社ニ ドム 伊那市上牧6476(新水神橋際)TEL72.5770

建物は早目の手入れで長持ちさせましょう!
総 合 リフ ォー ム セ ン タ ー ≡ ・・=・
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上伊那各地で活躍する消防団の分団や部、班な どの

活動ぶりを団内部 の皆 さんの執筆により紹介 します。

 

寡那伊(第3種 郵便物認可)(第3種 郵便物認可)

 

新目亭鄭伊2008年(平 成20年)4月20日(日 曜 日)〈7>

」タツピまー
ら息も」`中なか豊生固イ

閨
久
津
川
聡

(第
3
分
団
)

有
賀
浩
二

(第
4
分
目
)

木
村

勉

(
第
5
分
団
)

倉
田
順
一

(第
6
分
団
)

口

箕
輪
町
消
防
団
ラ
ッ
パ
班
は
、

現
在
総
勢
56
名
の
構
成

(制
服
ラ

ッ
パ
長
十
各
分
団
よ
り
9
名
)
か

ら
な
り
、
毎
月
2
回
の
定
例
訓
練

に
て
ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
吹
奏
技
術
を
披
露
す
る
場

が
、
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
町
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
、
並
び
に
郡
ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
各
分

団
ラ
ッ
パ
手
が
息
の
合
っ
た
吹
奏

を
披
露
し
て
お
り
ま
す
。

訓
練
場
所
は
、
箕
輪
町
文
化
セ

ン
タ
ー
ポ
ー
ル
を
中
心
に
、
使
用

で
き
な
い
場
合
は
産
業
会
館
に
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
消
防
ラ
ッ
パ

の
役
割
と
し
て
は
、
災
害
時
に
お

い
て
本
部
や
幹
部
か
ら
の
指
揮
命

令
を
、
団
員
に
伝
え
る
た
め
の
手

段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

(例
え
ば
、
放
水
の
止
め
/
始

め
、
幹
部
/
舞
台
の
集
合
等
)

現
在
で
は
、
通
信
機
器
の
発
達

に
よ
り
、
ラ
ッ
パ
事
態
の
存
在
価

値
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
中

で
、
我
々
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う

な
通
信
機
器
が
使
用
不
能
に
な
っ

箕

輪

町

ラ
ッ
パ
璽

【担
当
す
る
地
域

箕
輪
町
全

域
】

・
ラ
ッ
パ
長

小
林

優

・
副
う
ッ
パ
長

井
口
憲
治

・
班
長

唐
澤
智
大

(第
1
分
団
)

唐
津

剛

(第
2
分
団
)

て
し
ま
う
事
態
や
場
所
で
の
災
害

を
想
定
し
て
、
幹
部
か
ら
の
指
示

が
遠
く
の
団
員
に
ま
で
は
っ
き
り

と
届
く
よ
う
に
、
よ
り
大
き
く
ま

た
確
実
な
音
が
出
せ
る
よ
う
、
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
違

い
、
ラ
ッ
パ
に
携
わ
る
団
員
は
ほ

と
ん
ど
が
楽
器
の
素
人
で
す
。
ラ

ソ
バ
は
縦
笛
と
違
い
唇
を
振
動
さ

せ
な
い
と
音
が
出
ま
せ
ん
。
大
会

が
終
っ
た
こ
の
時
期
は
、
音
を
出

す
た
め
の
基
礎
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を

中
心
に
、
正
副
ラ
ッ
パ
長
が
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は

音
を
出
す
こ
と
に
大
変
苦
労
し
ま

す
。
力
任
せ
に
や
ろ
う
と
し
て
も

す
ぐ
パ
テ
て
し
ま
い
、
長
続
き
し

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
訓
練
を
重

ね
て
い
く
う
ち
に
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
音
が
出
て
く
る
よ
う
に

な
り
、
そ
う
な
る
と
こ
の
ラ
ッ
パ

自
体
が
段
々
楽
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。
ラ
ッ
パ
は
訓
練
を
重
ね
て
い

け
ば
、
必
ず
音
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
す
!

ラ
ソ
バ
班
は
、
各
分
団
に
所

属
す
る
団
員
で
構
成
さ
れ
て
い

る
た
め
、
全
員
が
集
ま
る
機
会

は
行
事
や
訓
練
等
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
そ
の
都

度
慰
労
を
…
っ
て
訳
に
は
参
り

ま
せ
ん
が
、
年
数
回
は
全
員
が

集
ま
り
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

あ
し
あ

い

み
な
が
ら
和
気
義
々
と
し
た
雰

囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

特
に

一
部
団
員
に
は
、
こ
こ
で

は
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

様
々
な
個
性
を
発
揮
し
て
頂

き
、
非
常
に
楽
し
い
慰
労
と

な
っ
て
幹
部
と
し
て
大
変
有
り

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。エろ

個
性
豊
か
な
団
員
が
揃
っ
た

ラ
ッ
パ
班
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

地
元
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
ラ
ッ

パ
班
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

(こ
の
紹
介
は
ラ
ッ
パ
長

・
小

林
優
11
07
年
度

が
担
当
し
ま

し
た
)

2年 ・PN書 債 ヘ ラ

ア リスが 大 き くな っち ゃい

ま した 、 って い うノ リ。

赤
穂
高
校
漫
画
研
究
同
好
会

2
年
・
阿
部
尊
裕

「
つ
る
の
恩
返
し
」

昔
話
を
切
り
絵
に
す
る
こ
と

で
、
雰
囲
気
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
た
。

上
伊
那
高
校
美
術
展
よ
り

㌔
3

鴎

」
鰻

x

3
年

・
P
N
圭

今
回
は
絵
が
な
か
な
か
描
け
ず
、

し
ま
い
ま
し
た
が
…
。

ノンぷ
,誕

強

ご
L

バド

ち

ょ
っ
と
変
な
絵
に
な
っ
て

3
年

・
P
N
三
野
双
美

筆
ペ
ン
で
描
き
ま
し
た
。

い
い
味
で
て
る
と
思
い
ま
す
。

上
伊
那
農
業
高
校

3年 ・PNさ な かん 「長 髪 」

長 い髪 のキ ャ ラを描 き たか った。

3
年

・
P
N
明
良

「紳
士
」

湧
い
た
感
情
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
ま
し
た
。

斧
研

つ
ね
子62

ろ
い
ろ
考
え
た
り
、
本
を

読
ん
だ
り
し
て
覚
悟
は
し

た
け
れ
ど
、
今
は
死
ね
な

い
、
死
に
た
く
な
い
…
医

師
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
し
っ
か
り
取
れ

て
、
1
ヵ
月
の
検
査
の
間

に
、
私
の
気
持
ち
も
伝
え

た
。
先
生
方
の
性
格
も
理

解
で
き
た
。
主
治
医
の
先

生
に
す
べ
て
を
た
く
そ

う
。
信
頼
し
て
手
術
に
臨

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
気
持
ち
に
な
り
、
不
安

は
な
か
っ
た
。
安
心
し
て

手
術
台
に
の
ぼ
る
こ
と
が

出
来
た
。

朝
、子
供
や
姉
妹
に
「頑

張
っ
て
」
と
送
ら
れ
て
16

時
間
後

(自
分
に
は
時
間

の
観
念
は
な
か
っ
た
が
)

気
が
つ
い
た
ら
ベ
ッ
ト
に

い
た
。
手
術
を
終
え
た
先

せせ⑨ぎコース

松村百合子㌦(駒ヶ根市赤穂

絵 も字 も へた だ け ど、 絵 手紙 で 自分
の気 持 ち を伝 え、 ち ょっ と喜 ん で も ら

えた ら、 ま た描 き た く な りま す。

生
方
が
病
室
へ
入
っ
て
き

た
。
私
は
思
わ
ず
V
サ
イ

ン
を
出
し
て

「先
生
助
け

て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

手術後 に激痛、

幻覚…

地獄を体験

 

10
月
30
日
、
い
よ
い
よ

手
術
の
日
が
来
た
。
今
振

り
返

っ
て
み
る
と
、
あ
の

落
ち
着
き
ば
、
な
ん
だ

っ

た
ろ
う
と
お
も
う
。

死
と
向
き
合
っ
て
、
死

に
つ
い
て
自
分
な
り
に
い

やi藷懸場 コー ス

田 中静子 さん(伊那市狐島)

道 端のあちこちでも小さな春を見つけられる頃に、
我が家の庭もサンシュユが一番に咲いてくれ、外 に出
るのが楽しみな季節になってきました。

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
。
先
生
方
も
笑

ま

れ

シ

顔
で

「綺
麗
に
取
れ
ま
し

シ
れ

た
よ
」
と
嬉
し
い
言
葉
。

私
は
見
た
目
は
全
く
元

気
だ
。
あ
の
さ
ん
ざ
ん
悩

ん
だ
の
は
、
な
ん
だ
っ
た

の
か
と
思
う
ほ
ど
。
そ
れ

も
一
瞬
で
、
血
圧
が
急
激

に
下
が
り
、
背
中
に
入
れ

た
麻
酔
の
管
を
抜
か
な
く

て
は
危
な
い
と
い
う

＼

動
を
起
こ
す
と
き
に
痛
み

止
め
の
注
射
を
し
て
か

ら
、
体
を
起
こ
し
た
り
ト

イ
レ
を
す
る
が
い
い
」
と

⇔
㊥
㊧
⑬
総

(ゆ
う
絵
画

教
室
作
品
よ
り
)→次回 ・熊谷美代子さん(伊那市

こ
と
で
管
を
抜
い
た
。
さ

あ
大
変
、
痛
み
が
猛
烈
に

襲
っ
て
き
た
。
痛
み
止
め

の
注
射
を
す
る
。

1
日
目
、
幻
覚
が
襲

う
。
目
を
開
け
て
も
壁
に

カ
ラ
ー
で
そ
の
光
景
が
映

し
出
さ
れ
怖
い
。
そ
れ
で

も
2
日
目
、
ま
た
注
射
を

す
る
。
ま
た
幻
覚
を
見

る
。
よ
く
あ
の
世
へ
行
き

が
け
た
人
が

「綺
麗
な
お

花
畑
が
あ
っ
て
、
誰
か
が

呼
ん
で
い
た
」
な
ど
と
言

う
話
を
聞
く
が
、
私
は
地

獄
へ
呼
ば
れ
た
。
今
で
も

そ
の
光
景
が
目
に
焼
き
つ

い
て
い
る
。

地
獄
の
様
子
を
こ
ち
ら

か
ら
見
て
い
る
自
分
と
、

今
回
力
に
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
あ
る
人
と
二
人
で
見

て
い
る
…
痛
み
と
こ
の
幻

覚
の
恐
ろ
し
さ
に
戸
惑
い

「痛
み
は
我
慢
せ
ず
、
行

→次回 ・片 桐明子 さん(駒 ヶ根 市

 

医
師
は
言
う
。
け
れ
ど
あ

の
幻
覚
は
耐
え
難
い
の

で
、
痛
み
を
我
慢
す
る
ほ

う
を
選
択
す
る
。

目
薬
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
で
、
何
や
か
や
し
て

る
う
ち
に
大
部
屋
へ
移
る

こ
と
が
出
来
た
。
教
授
回

診
が
1
週
間
に
1
度
、
月

曜
日
に
あ
る
。
先
輩
た
ち

に

「白
い
巨
塔
の
よ
う

だ
」
と
い
わ
れ
て
い
た

が
、
教
授
を
先
頭
に
受
け

持
ち
の
患
者
の
と
こ
ろ
へ

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
…
本
当
に
テ

レ
ビ
の
よ
う
だ
。

そ
の
日
は
朝
食
も
手
早

く
済
ま
せ
直
前
に
看
護
師

さ
ん
ら
が

「教
授
回
診
で

す
の
で
、
ベ
ン
ト
へ
入
っ

て
お
腹
を
出
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
触
れ
が
回
る
。

(伊
那
市
そ
ば
打
ち
名
人

の
会
副
会
長
)

Q

&

A

⑪

囚
し
ょ
う
か
?

囹
野

(左
右

の
見
え
る

範
囲
)
を

も

っ
て
い

ま
す
。
人

間
の
視
野

きカ
ー
0
0

度
あ
る
の

に

比

べ

て
、
短
頭

犬
種
で
2

0
0
度
、

長
頭
犬
種

で
2
7
0

度
あ
り
、

犬
は
動
く
も
の
に
敏
感

だ
と
聞
き
ま
す
が
、
犬
の

視
覚
は
ど
の
程
度
な
の
で

犬
の
目
は
、
顔
の
横
の

方
に
離
れ
て
つ
い
て
い
る

た
め
、
人
間
よ
り
広
い
視

イヌの白

犬の巻

 

距
離
を
判
断
す
る
の
は
不
得
意
で
、

く
に
止
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
の
視
力
は
人
間
よ
り
優

れ
て
い
て
、
タ
ペ
タ
ム
と
い
う
光
を
反

射
し
て
集
め
る
組
織

(暗
や
み
で
目
が

光
っ
て
見
え
る
の
は
こ
の
た
め
)
が
あ

り
、
夕
や
み
や
人
間
に
は
見
に
く
い
場

所
で
も
、
よ
く
も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ば
、
遠
距
離
に
あ
っ
て

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
両
眼
で
見
え
る

視
野
の
範
囲
が
狭
い
た

め
、
近
く
の
も
の
に
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
た
り
、と

形
が

正
面
を
向
い
て
い
て
も
、
真

横
や
少
し
後
方
の
動
い
て
い
る
も
の
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

視
力
は
、
動
い
て
い
る
も
の
で
あ
れ

人

色
の
識

別
に
つ
い

て
は
、
人

間
に
比
べ

て
、
色
を

感
じ
る
細

胞
が
と
て

も
少
な
い

の
で
、
白

と
黒
に
淡

い
色
み
の

つ
い
た
コ

ン
ト
ラ
ス

ト
で
み
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
/
上
伊
那
獣
医
師

会

・
唐
津
千
春
】

リ ッキ ー(ト イ プー ドル1

人なつ っこくて、と っても
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飼Hκ ・幕 MHκ 逼 ≡
4.75紀 行 ◇N目 ◇ 話 芸 ◇ 因15.00心 の時 代◇ ハ ング ル圃

6.00N◇15た べ もの◇ 因Nl630團 体 操 ◇40国 住 まい 圃

00園 お は よ う 日本 団▽ 因:7」0国 国や さい の 時 間圃

▽ 米 韓 首脳 会談 ▽ 音 で30国NHK短 歌 ・俳 句

追 う白球◇45闇 闇自然 ▽短歌 馬場あき子㌦
00園圃小さな旅 ▽8.00俳 句 尾池和夫

▽夢のつぼみ膨 らむ里8.30園 圃趣味の園芸 「ツツ1

25国経済羅針盤◇57因 ジ満開」◇55ビ キナー

00日 曜討論 「日本のいま00国 新日曜美術館 伝説の
政治経済の重要課題の モディリアニー仮面に

核心に迫る」 秘めた人生▽45ア ー ト
00N因 ◇05圏 圓地域発LOO国 将棋講座 「杉本昌隆の

新弟子がやってきた ・　 振 り飛車ナビ」①
15歳 土 俵 の春 ・茨 城 ▽120国NHK杯 将 棋 トー ナ メ

挑戦 ・武者修行講談会|`
大 阪 ▽ が ん 相談 ・高 知1

7130圏 三つ の た まご◇54因 　

ン ト ・1回 戦 ・第3局

「高 橋 道 雄 ×広 瀬 章

人」 解 説 ・鈴木 大 介

00團N◇75国 のど自慢00国 囲碁講座 レドモン ド
五木ひろし 柏原芳恵 　 の基本は格言にあり①1
～山梨県南 アルプス市`20国NHK杯 囲碁 トーナメ

00N◇05圏 囲課外授業 ント・1回 戦 ・第3局
大人気おしりかじり虫 「王立誠×中野泰宏」

35闇闇全日本女子柔道選手 解説 ・武宮正樹 一一　

s●c－ 緒.・ 習 順S

4.45買 物 ◇5.75生 きる ×2

5.45ブ リーチ◇ ナ ル ト◇ 園

00團 国 カ ラ ダ 長 寿 の 秘 密

30團 が っ ち り 高速 道 路 は

ア レ1600台 で 渋 滞解 消

00サ ンデ ーモ ー ニ ン グ

これで 大 丈夫?混 乱 の

後 期 高 齢 者 医療 制 度▽

イ ラ ク空 自派 遣 は違 憲

高裁 が 初 判 断 で波 紋 ㌦

9.54サ ンデー ・ジ ャポ ン

相 次 ぐ聖 火 リ レー騒動

あ の イ ン ド人歌 手 が 喝

▽ 橋 下 府 知 事 涙 の理 由

▽ さか な ク ンの グ アム

1孔24国み てね◇30N◇40因

45ア ソコ にお まかせ!

権 阿 武 教 子▽ 塚 田の 　00国 こ ころ の時 代 圃

史 上初7連 覇 な る か`「 と もに祈 りと もに彫

(延長 あ り)◇2.55NIる 」 仏 師松 本 明麗

00固 競 馬 中継 ～中 山 　00團 国 お し ゃれ 工房 ・選

「皐 月賞」 鈴木 康 弘30国 第10回 長 野 オ リ ンピ ノ

(延長 の場 合 あ り)ク 記 念 長 野 マ ラ ソ ン

00園 圃 マ イ ヒテ オ 傑 作 集 ▽ 金哲 彦 ・谷 川真 理

30闇 闇競 泳 ・オ リ ン ピ ノク ▽ 過 去 最 多 エ ン トリー

代 表 決 定 戦 野 口智 博 ▽ そ れ ぞれ の挑 戦

設 楽 義 信▽ 中村VS伊 藤00国 ニ ヤ ンち ゅ う放 送 局

対 決 再 び女 子200背 泳30国 ミ ノフ ィー◇ モ リコ ロ

き▽ 男 子 ハ タ山本 は

今週の芸能ニュース ・
お騒がせ芸能人の秘密
を徹底検証▽脳活性Q

00囲 障 の1東 京 マ ガ シ ン

乱 立 ・東 京残 土 の 山 々

54[固みてねっと
　00国国探偵左文字進11圃

「完壁な犯罪～最強の
　 容疑者元エリー ト刑事
`1二 人の美女がカキ握

　 る愛憎殺人事件1」 水

谷豊 布施博◇みてね
00圏 リンカーン圃 宮迫の

美味料理に松本うなる
54国はるかなる峠 赤坂峠
00闇 闇[ヨコ ー ドギ アス 反逆

の ル ル ー シュR2

50国 国 ア ニ メお じゃる丸 圃30囲 イ ブニ ン グN◇50N目

6

7

8

9

01

11

0

1

2

3

4

5

・藷 蘭
.・ τSB.一.abn蓋;:=

5.15通 販◇45皇 室◇6.00Nl4.55国 国◇ 買物 ◇ ア ンパ ン15.00囲 ◇ 子供 ◇ 買 物◇ 団 因

6.15圖 忘 文◇30国 ボ ケ モ ン16.00し ま じろ う◇ 探 検 ◇ 団16.05お か ず◇ 番 組 ◇ あ た し

00国 国 ボ ク ら 沢村 一 樹 ほか00圏 国所 さん の 目が テ ン!00團 国恐 竜 キ ング

30團 團 報 道2001後 期

医 療 制度 は うば捨 て山

か9与 野 党 激論 ▽ 中国

崔 天 凱大 使 が五 輪 語 る

8.55〔劃BANGミ ～ ヨ!

00園圃ゲゲゲの鬼太郎
30團 もしツア 家族でお得

東京サービスグルメ旅

綿毛 を追 え ・タン ポポ130国 国 ゴ ーオ ンジ ャー
　 「失 神 の 改造!」30国国遠 くへ 西 伊 豆 巡 り

00ザ ・サ ンデ ー 長 野市00園 国仮 面 ラ イダ ーキ バ

緊急 取 材 一聖 火 リ レー 「闘 魂 ダデ ィ」

▽ 独 自…19歳 女性 不 明30團 国 プ リキ ュ ア

▽ 長 寿 医療 制 度 問 題▽00国 題 名 「佐 渡 が 熱 血指 導
　

00笑 っていいとも増刊号
驚きの最新技術に興奮

爆笑サノカーロボ対決
ステーシに車が出現 ・

超豪華俳優を徹底調査
77.45国BANG!◇50国N

00圏ウチくる〃 近藤芳正
思い出⑱絶品つけそば
&三 谷幸喜が爆笑告白

00困 国 ク イズ ヘ キ サ ゴ ンH

圃 イ ケ メ ン俳 優 大 集

合 で お ハ カ解 答続 出ほか

仰天 メ タボ猿 ▽ 珍 事件

9.55圏 波 蘭 万 丈 木 山 裕 策

39歳 サ ラ リーマ ン歌手

悪性 腫 瘍 克服 デ ビ ュー

7α55国旅 は ち ゃん こで1

η.25團味 の便 り◇30園 圃

45国 ブ カ天◇50テ レボ ル ト

55国 開運 なん で も鑑 定 団

▽ 明治 時代 ミ米15俵 ミ

と交 換 した ㊧掛 け 軸▽

芸 術 好 き住 職 ⑧裸 婦画

00国 国お か ず ル ー ト88

30園 たか じん の そ こ まで言

っ て委 員 会 恐怖 告 白

子 ども オケ」 佐 渡 裕 ㌦

30園 に っぽ ん菜 発 見 石塚

00[到サ ンデ ー プロ シ ェ ク ト

春 の 嵐 到 来 ワ とう なる

政 局 森 喜朗&渡 部 恒 三

▽ 移 民 が 日本 を救 う?

▽ 韓 国 大 統領 の素 顔 は

77.45〔亘]因◇50N

00所 さん の そ こん トコロ

ワ ンち ゃんが 飼 い主 に

似 る理 由◇55BANG

OO国 み ん な の ケ イバ 「皐 月

賞 」 クラ シ ノク第一 章

三 冠 へ のGIは 波 乱 ワ1

00ス クランブル 最新報
激動日本 ・事件を追跡

55国国新婚さん 平成夫婦
中学3年 で赤ちゃんを

L25團 團アタノク 待望の
愛娘のため◇55国番組

ミ死 因不 明 ミ94%ナ ゾ 　00

▽ ミス テ リー … 日本 の

結婚 が 崩壊 ▽ 妙 な恥1

00国 一 度 は乗 りたい …春 豪

華 の り もの 感動 旅 あ

こが れ の豪 華 客船 で 一

太平 洋上 の 絶 景◇ 明 日

5.30囲 ス ーパ ーN世 界で
コー ヒー争 奪 熱 い 闘い

00ラ イ フ カー ドレデ ィス
ゴル フ 「最終 日」 　3.25

間寛平58歳 〃酷熱地獄
サハラマラソンに挑戦
気温48度-5㌔ 食料 と

夢を背に…激走245㌔
N

解説 ・牧 野裕 ～熊 本 空 　30圏 水 曜 よる7時 ス ター ト

港 カ ン トリー ク ラ ブ

4.25圏 天 声慎 吾 猪 木 登場

55圏 ロ ンQ! なぜ ワ良純1

謝 らず チ ー ム分 裂◇ 旅 　

5.30国 国笑 点 大 喜 利 や や5.30NJチ ャ ン
こ しや 一爆 笑 ⑳狂 言

くりいむナントカSP

動物園で間違いさがし
爆笑 ドノキリ人気芸人
放置プレー◇イチオシ

激戦山口
補選一福田総理も出陣

00N◇70NHK海 外 ネ ノ00

トワ ー ク 韓 国大 統 領

が初 訪 米 ・関係 修 復 は

45N因

00園 口NHKニ ュー ス7

原 油 高 ・産 油 国 と消 費 　

日曜 フ ォー ラム

「司 馬遼 太 郎 ・12回 菜

の 花忌 」 井 上 ひ さ し ・

佐 野真 一 ・諸 田玲 子

00国国THE世 界遺産

30團霧鍔扉イ;8京 蘂;崇630團 サザエさん
ダ メ…食物 ア レルギ ー_

00囲みんなの手話

国 の思 惑▽ 気 象情 報 ほか125

30團 国 ダ ー ウ ィ ンが来 た!130

絶 海の 孤 島 アホ ウ ドリ 　

いま復活中

00園圃固篤姫
見」宮崎あおい

瑛太 堺雅人
榎木孝明 江守徹
松坂慶子 高橋英樹

45N因

00闇闇NHKス ペシャル

「洗濯 して 掃 除 して」

ワ ンポ イ ン ト手 話

ろ う難 聴 「夢 は シ ェ

フ」 ◇45圏 こ ど も手 話

:55圏N丑K千 言舌ニ ュ ース　

100国 国 さん まの ス ーパ ー か　 ら く りTV替 え歌新

甥㌶ 《皇蕩諸 黍7
隊元ヤン&ア ノ男参加
で小倉まさかの大号泣

「波乱の花100国 新 日曜美術館圃 酒と100圏 どうぶつ奇想天外1

「病の起源」肌の色と1
がんとの不思議な関係

骨折の犯人は日光不足1
出 ア フ リ カ

50サ ンテ ース ポ ー ッ

孤 独 … モデ ィリアニ の

仮 面 の 人生▽ ア フ リカ

原始 美 術 と彫刻 ▽ 死 の

影▽ 女 優 岸 恵子 が 出 演
▽45ア ー トシー ン

00[固N響 ア ワ ー

▽ 一 人二 役 シェ レ ンベ

ル ガー の妙技 ▽ 指 揮 と

オー ホエ に よる モ ー ツ

ァル ト▽ 交 響 曲 第40番

▽ グラ ンパ ルテ ィー タ

北京五輪 ・期待の競泳100国 国ETV特 集
柔道女子代表出そろう
スタシオ生出演▽プロ

野球▽J1鳥 海貴桔『
7α40園圃地球エコ

▽発明王鶴太郎◇50団

痛みが美に変わる時▽
画家 ・松井冬子の世界
狂気 と情念を超絶技巧 　
で描 く美 しき画家の謎

上野千鶴子

00囲 国 国 サ ラ リーマ ンNEl`00園 圃 お しゃれ 工房 ・選

O「 新 作 コ ン ト登 場 」

30国 チ ャロ◇35世 界街 歩 き1

0.20国 国私 が子 供 た っ た頃

7.05N目 ◇75回 シ ャパ ノ ロ

7.47国 映 像 散歩 日本 の 山

3㍍ 巨大ウナギを探せ

;弊藁㌫ξ言㌫8
密着500日 …泉ピン子
感涙…命の絆◇54N

OO團国働猟奇的な彼女
「史上最凶の純愛」

曇雫禦緒田黒欝欝み9
松嶋尚美 市毛良枝

谷原章介 上川隆也
1α09N因
15国国世界ウルルン滞在記

00園圃ちびまる子ちゃん100團 真相報道バンキシャ!00国 国ウチゴハン とり肉
▽みんなでレス トラン 深夜帰宅に4万 円超… 煮込み野菜▽内藤大助

役所 タクシーあ然弁明30国 国囲旅の香り 氷川俣
「父さんは時の人」㌦55国 プレミアムスウィノチ56圏 大胆MAP歴 史SP

「暮 らし彩る情報満載
…和紙の不思議な世界

・旅する越前」

回7.47～4.15一 部 休 止 ■.05圏 言果夕日受業 圃(7.37)

00国プロ野球～広島
広島×巨人
江本孟紀 達川光男
連覇狙う原巨人が大ピ
ンチ ・G超 重量打線

今年で最後の広島市民
で目覚めるのか?▽ 少

林少女が広島に舞 う

【中止のとき】
7.00熱血平成教育学院
7.58シャンクスポーツ

8.54割信〕N因
00圏メントレGエ ド密着 　

女性芸人の爆笑私生活1
にしおか突然結婚宣言1

禦璽聾護認£|
54[固わ くわ くク ッキ ング

篶 馳歪螺6蒜10
実 現 ▽ 南 ア フ リカ子供

の夢 は プロサ ー フ ァー

1η.09国 ワ ン ダ フル信 州 人1

75国 国情 熱 大 陸 野 村 忠 宏

00国 プ レ ミアA徹 底 追 跡

聖 火 リ レー騒動 ・日本

で は 一?防 衛 隊 の実 態

▽ 北京 マ ラ ソ ンコ ース

試 走&緊 急検 証 一 敵 は:

硬 い路 面 と大気 汚 染 ・

金 メ ダ ルへ の秘 策 は?1

7t75園 圃 堂本 兄 弟 超 天 然

パ フユ ー ム恋 占 い で一

45N◇55国 す ぼ る と1

0.25ベ ビス マ◇35ア ナ ロ グ

1.00モ ノシ リス

ロ ンブ ー淳(2.00終)

00国ザ[鉄 腕lDASH〃1教 科書のスゴイ偉人の
ソーラー尾張名古屋へ 子孫を続々発見…信長

長瀬水没…丸太乗 り▽:独 眼竜VS龍馬VSペ リー
歴史街道名物おにぎり;VS西 郷隆盛…篤姫がよ

子宝にぎりVS江戸染飯1く わかる⇔ヒス トリー

58国国世界の果てイノテQI7.58翻 近未来×予1則テレビ
イースター島モアイ像 シキル&ハ イ ド 急増

前に勇者が集結・一決死 　 知 らずに消える味覚…
丸太乗 りガケ落ち祭り あなたの舌は大丈夫9
▽奇跡の絶景シリーズ ▽簡単・・食卓チェノク

神秘の赤い滝▽ナイル ▽発覚・・子 供3割 が予

　_川 で珍獣探 し旅◇N因1備 軍一爆笑問題く≧N自
00團行列のできる法律相談100園 口固日曜洋画劇場

145皇籍 蕊 。鵠11

30国 芸 能花 舞 台 圃0.75時 事 放 談◇1.00ふ れ愛

o」蹴 データ◇学校放送
1;:錯§㍊ 躍 ㌫ 栗石

所 気になる人SP⑤
最強超人が集合…電卓 　
女王は超美人&世 界一|

謙;与=㌶ 量歳1
00圏 お しゃれ 演 歌 歌 手 ・

シ ェ ロが 年上 彼 女 話 を11

　 赤面告白&自 宅公開
30闇黒バラ 中居家の食卓

伝説の料理に浩二撃沈 　1

156〔司ガ キの使 い900回 記

「ス テル ス」

(2005年 ア メ リ カ)
ロ ブ ・コーエ ン監 督

ジ ョシ ュ ・ル ー カス

シ ェ シ カ ・ヒー ル

シ ェ イ ミー ・フ ォ ン ク

ス サ ム ・シ ェパ ー ド

圃小 山 力 也 朴 酪 美 ㌦
▽ も う誰 に も止 め られ

ない … 史上 最 速 の 空 中

ハ トル待 望 の 地 上 波初

念 に⑳SPゲ ス ト登場Il7.09国 国

π26回 目

30園 圃Mラ バ

55国 うる ぐす 江 川卓 ほか

0.40NNNニ ュ ース

木 村 カエ ラ 　45国 やべ っち

高 田純 次10.55ド キ ュ08◇ ナ イ ト◇24

75園 国国 宇 宙 船 特 命 エ コ

俊 輔 ㊧ 美技

0.30〔亘N&ス ポ◇55タ モ リ

L25テ レメ ン 名 将 の 挑戦

L55買 い物 ◇2.25買 い物

2.00買 物 ◇30買 物 ◇3.00因 　2.55国 国(3.00終 了)

BS71王

5.00園 自然◇ 温 泉 ◇ ス テ キ

6.00N◇20㊥ 器 夢 ◇30庭

7.00圏 お は よ う 日本N目1

7.40国 あ な た とエ ア ロ ヒ 東 北 の ウ ィー ン▽ フ

8.05国 な なみ◇50国 倶 楽 部 ラ ガ ー ルで元 気 な町

;;;團;鰯 ル◇,。B,　 疑 蘭 曇;巖
7LOO圏 お 一 い 、 ニ ノポ ン ～1動 の 滝桜 角 田信 朗

私 の ・好 きな ・福 島6.00国 少 年 プ レ ミア ム

県 福 島 の桃 源 郷 を

ゆ く▽勇 壮 騎馬 武 者

合戦 ▽54田 園▽0.75

の ど 自慢 ・山梨 南 ア

ル プス市 ▽7.00会 津

の女 性剣 士 ▽ め ざせ

7.00團[三】NHKニ ュー ス7

7.30圓BS日 本 の うた

都&氷 川 スペ シ ャル

▽ ジ ェロ登 場 ▽ 北 国

の 春 芸道 一 代

9.00園 圃 フ ァ ン ・ジニ

7α00園圃 篤姫 ◇45シ ネマ堂

7100国 名 曲探 偵 アマ デ ウス

ll.45国週 刊 ブ ソク レビュ ー

0.40[団 クラ シ ノク ・ロ イヤ

ル シー ト

4.00学 校◇ 鉄 道 ◇30野 生

θS7・ ≡

5.00

7.00

0

0

0

0

0
0

0
σ

圓◇70[コPGAゴ ル

フ ・ベ ラ イゾ ンl

N◇10HVス ーパ ー1
ゴ ル フ◇35大 リー グ

団◇70ロ ワー ル ドN

N◇70国 米 大 リー グ
パ イ レー ッ ×カ ブス

与 田剛 ほか▽ 福 留(録

画)(延 長 あ り)

0.00

0.20

7.00

【中止 】 日本◇ 鉄 道`ZOO

団◇70回 米CNN圓

NBAマ ガ シ ン

団◇10国 新 デ ィベ ー

ト圏 ど うなる科 学9.00

技 術立 国 ニ ソポ ン▽

深 刻化 理 工 系離 れ

3.00団 ◇70回 サ ノカー イ

ング ラ ン ド 「エ ハ ー

トン ×チ ェ ル シー」

5.00圓 ◇10羅 針 盤◇BS

6.00団 ◇ ス マ イ ル◇HV

7α00

丑00

0.00

7.00

0

0

0

0

つ」
4

N◇70国 競 泳 ・オ リ

ン ピ ノク代 表 決定 戦

「女子200㍍ 背 泳 ぎ
・決勝 」 ほか(録 画)

団◇10国 地 球 ア ゴラ

N◇70ト ラ ノク街 道

N◇10国 エ コ大 紀 行

N◇70BS◇35NY

N◇70巨]NBA「 サ

ンス ×スパ ーズ」

N◇70大 自然◇40魂

N◇10ア シ ア◇ 痛快

■N■;■1隻`⊇遺力膓… 濁口■

【全番 組 国 で 放送 】

7α00圏知 る楽 園◇77.40英 語

0.20英 会 話 圃◇40留 学 圃

7.00英 会 話 圃◇40中 国 語

2」0ハ ング ル圃◇35仏 語

3.00ス ペ イ ン圃◇25伊 語

3.50ロ シ ア語◇ ドイツ語

4.40に ほ ん ご圃(5.00)

6.00圏 福 祉 圃(8.00終 了)

地上デ ジタル放送略記号

回地上デジタル独自編成
図⑬図 標準画質放送123チ ャンネル
㊦データ放送

園 双方向サービス
㊥ マルチビュー
圃 サラウンドステレオ
回Bモ ードステレオ

0

7/00
　50

8/20

35

50

920

40

1100

0/00

1　 00

/30

45

200

300

▲

がんば らない本操
ICT団 ◇20団 ダイシェス ト

い～なチ ャンネル

もみ じチ ャンネル

素顔がいいね南箕輪
ハ ローちびっこ▽天使幼稚園

ぼのぼ◇30体 操

たうん・すて一じ▽農村歌舞伎祭

健康生活◇30団 ダイシェス ト

1チ ャンネル座談会

▽企業が求め る人材

健康生活倶楽部

もみじチ ャンネル

素顔がいいね南箕輪
eye◇15ビ デオクラブ

1チ ャンネルSP

銀杏座公演 「落ち栗に候」

0

0

5

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

4

3

0

3

4

0

0

3

0

ロ0
6

7

8

0
V
-
ー

0

東洋デ トックス
eye◇15い ～なチャンネル

ビデオクラブ作品集

団ダイジェス ト

eye◇15戦 争体験を聞く

もみ じチ ャンネル

素顔がいいね南箕輪

銀杏座公演 「落ち栗 に候」

斧研つね子 さん

団ダイシェス ト

MJTV◇ 文字団

515

830

10　 45

1115

115

スカーフェイス

地中海殺人事件

E!#608

完全犯罪

ムービープラス・プレミア

アイランド

4/00
6.00

45
700
900
1130
200

クローン

シネマ★タクシー#27

スクール・オブ・フィルム

ウーマ ン ・オ ン ・トップ

グエムルー漢江の怪物 一

ホワ ット・ライズ ・ビニース

ゆ りか ごを揺 らす手

6.40有 放 アラカル ト 「番組案内」
おはようの一週間

7　 00CEK文 字情報

800入 学式特集番組

宮田中学校入学式

30宮 田小学校入学式

9　 00中 川中学校入学式

30中 川東小学校入学式

10　00中 川西小学校入学式

1100
1.00
300

6

8

/30
900

/30
10/00

11　 00

番組ダイシェスト
週間ダイシェスト圃
週末特集番組圃
▽宮田村商工会新春講演会
日銀松本支店長 松永哲也さん

00週 間ダイシェスト
CEK文 字情報

00入 学式特集番組
宮田中学校入学式
宮田小学校入学式
中川中学校入学式
中川東小学校入学式
中川西小学校入学式
週間ダイシェスト圃
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MHκ
4.30お は よ う 日本N目 　

▽ 守 屋 氏 き ょ う初 公 判16.00独 語◇30体 操◇ チーヤ ロ
▽ 国産 バ ター 品薄 波 紋00国 シ ャキ ー ン!

・ 臨 州Hκ 一'
.≡s●c－ 翼 兄.-

5.00漢 詩◇05知 る楽◇ き ら15.00国 テ レビ シ ョ ノ ピン グ

▽ サ ミ ノ トまで3カ 月15国 わ んパ ー ク ぜ ん ま い

▽薬害肝炎 ・取 り残さ 　

れた被害者 　1
8.75圏 劇団 鹿 柴倉 奈 々㌦1

30N◇35[国 国 生活 ほ っ と1

▽ か らだ▽ 野菜 ▽ 絵 本

▽50英 語 ▽8.00日 本 語

▽ ピ タゴ ラ▽75ば あ つ

▽ ア ニ メ▽35お 母 さ ん

おもしろ ・こ当地検定100圏 森のがんこちゃん

もんじゃの新顔▽砂丘75国 作って遊ぼ◇小3理 科1
9.30闇 闇料 理 プ ラス

00N因 ◇05圏 囲知 る楽 選

30西 国趣 味 悠 々選

55圏 シ リース 世 界遺 産100

00N◇05園[固 小 さな旅 圃

▽ 夢 のつ ぼ み膨 らむ里

30El韓 首 脳 共 同 会 見◇ 因

45園 圃 み て ハ ノス ル

00函 小4理 科 ◇15小5理 科

30圏 こ と も人形 劇 場

45囲 囲 小6理 科

00国 国 き ょ うの 料 理 「一 品

名 人塾 ・程 さん酢 豚 」

30園 圃 お しゃれ 工房

00園N◇20国 ふ る さ と一 番

「伝 統 の 湯 治 ・栃 木 」

45圏 団団 瞳 圃 栄倉 奈 々ほか

00N◇05[固 ス タジ オパ ー

ク 女 性 シ ャズ ピアニ

ス ト国 府 弘 子◇55国 歌

00団 ◇05元 気 列 島

子 屋 さん は今 も子 供 の

00国 英 語伝 わ る100の ツ ボ

10国 リ トル ・チ ャ ロ圃

30国 国趣 味 ・鉄 道模 型 圃

駄菓 　00團團こんな素敵な日本が
こて絵◇25團[固仏f象

社交場▽子供用運動靴 　30園 日本の名峰◇歌◇名曲

00回 目◇15團 国爆問学問00圓 高校数学1式 の計算
圃 「メタボ対策」30国 高校世界史 「帝国 ・王

45函 とっておき世界遺産圃 国 ・共和国」山内昌之

5.30み の もんた朝 ズハ ノ!

N因 ▽ 今朝 もフ ル回転

み のが 斬 る 迫 る涙 す る

▽ 大 注 目の8時 また ぎ

▽ 最 新 ニ ュー ス を満載

▽ ス ポ ー ツ情 報 も熱 く

8.30團 は な まる マ ー ケ ノ ト

　 ア スパ ラ ・食盛&栄 養

守 る調 理術 ▽ 中村 獅 童

9.55TVシ ョ ノブ北 海 道 ・

函 館 とれた て!美 味 い

　 もの市 梅 沢富 美 男 ほか

7α50国国 圏人 間 力 密 着 ・一

林 家 こ ん平復 活へ の 道

7L20さ ば の トマ トソ ース 煮

30[固ピ ンポ ン!囲N因 ▽

今 が 見 え る劇 場 型 情 報
エ ン ターテ イ ンメ ン ト

福 沢 朗 安 東弘 樹 ほか

00圏NHK手 話 ニ ュ ー ス`00闇 闇 ス イ ー ト10「 親友 へ

05闇 圏 き ょうの 健康 圃 の裏 切 り」 三浦 理 恵子

20團 福祉 ネ ソ ト圃◇50育 児30国 国 み こ ん六姉 妹2

00

54国3時 は[ら ら ら

2時 っチャォ!
恵俊彰 久保田智子

ノVン

食べ放題&絶 品パスタ
女同士の欲張りランチ
&毎 日手作 り弁当SP

00国水戸黄門圃 「愛を救っ
た職人魂 ・山中」

そ甥 順S・ 　.賑

00団 ◇05国 国 たべ もの圃

40圏 團熊 本 ・杖 立 温泉

50ゆ う どき ネ ノ ト55闇

N▽ 池 上彰 が読 み解 く

聖 火 リ レー▽ 安 部 アナ

挑 戦 新 企 画 ・顔 ヤ セ㌦

00国 わ んパ ー ク ば あ っ▽

75ア ニ メ▽20お 母 さ ん

い っ し ょ▽ つ くっ て▽

にほ ん ご▽5.00か らだ

▽ え い ご▽30ぜ ん ま い

▽40ミ ミカ▽50ク イ ン

N◇70イ ブ ニ ング信 州`00園 圃 ア ニ メ ・お じ ゃる丸

52圏Nイ ブニ ン グ5

00
▽ ニ ュ ース の9監 察 医

制度 と司 法 解剖 ▽ 山火

事 予 防▽ 国辱

00園 巨}NHKニ ュー ス7

対 北 ・経 済 関係 … 日韓

首 脳 は会 談 で何 を▽ 目

30国 クロ ー ズ ア ノブ現 代

光市母子殺害事件は今
差 し戻 し審判決を前に

キ ャ ス ター ・国 谷裕 子25囲 えい ご でJr

◇58目

00国国鶴瓶の家族に乾杯00園 圃福祉ネ ノト 精神障
商店街をさまよう筒井 害者の就労①▽1日2
道隆に救世主9鶴 瀬は1時 間から始めよう

30閉園きょうの健康 「悪性浦島太郎に遭遇▽香川
県多度津町 リンパ腫の症状」`

45ニ ュース信州845145圏 手話ニユ三ス845 -
00團ロニユースウオソチ900園 国きょうの料理圃 一

▽与野党ともに総力戦 品名入塾 ・程さんシュ

両党首脳も次々現地へ 　 一シー酢豚◇ ビギナー1
熱戦を報告▽東京渋谷130国 国おしゃれ工房圃 男
地下に巨大 ミ地宙船ミ1を 磨く50代 から肌ケ
壮麗な新駅▽気象情報 ア法◇55團 国うまい魚1

00国国NHKス ペシャル100園 圃趣味 ・鉄道模型
「車両の塗装」`1

5.50園 圃 イ ブニ ングN

6.76SBCN6信 州 の今

10国 国 ア ニ メ忍 た ま乱太 郎 　 を伝 え ます ・キ ャス タ

20国 天 て れMAX「 早押 し 　 一 丸 山 隆之 ・中沢 佳 子

連 射 で爆 笑 ゲ ー ム」55團 関 口宏 の東 京 フ レン ド

100園 国 気分 は ぐる ぐる パ ー クn勝 俣 州 和 が

「マ マ の ミ芸 術作 品 ミ 人 生 の壁 に突撃 跳 び9
～ ヌー ド像 だか ら さあ ▽ 一味 違 う よゐ こ有 野

大 変 だ!」 支 配人 ホ メて 下 さい …

▽ 新 ア トラ クシ ョン も

!40團 囲 見 え る歴 史◇55育 児 奇跡 の連 続◇ ナ ガ ノ

6

7

8

9

01

11

0

1

2

3

4

5

4.56テ レシ ョ ノブ

5.25め ざ ま しテ レビN目

▽ 週末&最 新 ニ ュ ース

00

▽旬な人解剖広人苑皿
▽徹底面白調査ココ調

とくダネ!ス クープ
▽政治経済&事 件事故
▽得する情報&話 題を

検証▽三面記事の真相
小倉智昭 笠井信輔ほか

PMS

月経前症候群の克服法
▽吐き気むくみ肩こり

頭痛…カギは脳内物質 　

τSB

9.55国 ハ ピ ふ る!

abn識 二ご=

4.75国 国◇ お は4N◇ 笑顔 　5.75固 目◇20買 い物 ◇50N

5.20ズ ー ム イ ンSUPER　 6.00や じう まプ ラ スN因

▽ 独 占 ・浅 田真 央 語 る1▽ 名 物 コメ ンテ ー ター

姉 との 秘 密 …過 激 発言 　 が 切 な 話題 を一 刀 両 断

▽ イ ノコー ㊧高 額 宝 石1▽ 朝 刊 紙面 を一 網打 尽　 　 　 　 　

00国 ス ノキ リ 〃 気 に なる100ス ーパ ー モ ー ニ ン グ
ニ ュ ース を紹 介▽ わ かi朝 か ら オキ テや ぶ りの

りや す く、 た め に な り 　 本 格 ニ ュー ス シ ョー ・

しか も笑 え る▽ エ ン タ1圧 倒 的取 材 力 で 毎 日が　

メ ・トレンド情報満載`総 力大特集の連発です

,、3。識 亮 含『 し1'120
奥寺健 島田彩夏

6

00笑 っていいとも

香取慎吾 勝俣州和
石原良純 劇団ひとり

00南国ごきげん 赤ワイン
で三大珍事▽真島茂樹

30国国伺花衣夢衣
00園圃体操の時間。
05国ショムニ圃 「逆セクハ

ラ総攻撃 〃」

00国 テ レシ ョ ノブ

30團 の りス タは ～い1

▽ うめ の は な弁 当

00国国水戸黄門 「盗っ人最
後の恩返 し・浜松」
里見浩太朗 原田龍二
合田雅吏 由美かおる
下条アトム 美木良介
内藤剛志㌦◇54N

どうする?大 返済時代 　

町の借金漬けが表面化25園 ⑳知る楽 ・瀬戸内寂聴II
増税 ・補助金カノトが ▽源氏物語の男たち
生活を圧迫 ▽光の兄の悲劇

50園圃星新一 「窓」↓㌔50視 点 ・論点 八田達夫54
00国 英 語 で し ゃべ らナ イ ト

30ニ ュ ース&ス ポ ー ツ

0.70園 圃TR山 崎 貴

0.50挑 戦 ◇7.00エ コ大 紀 行 l
l.70プ ロ フ ェ ソシ ョナ ル圃 　0.2510mln◇50会 社 の 星

7.55圏 團地 域発 ドラ マ選 ①

2.35映 像◇3.00仕 事 ◇ 歴 史2.20高 校 世 界史 圃(2.52)

00[固テ レヒで 中 国語

30国 リ トル ・チ ャロ

50国 英 語伝 わ る100の ツボ

0.00團 テ レビで イ タ リア語

00国 ア ン フェ ア團 篠 原 涼

子 瑛 太 阿 部 サ ダ ヲ

53[国国 ス ーパ ーニ ュ ー ス

▽ 全 国N日 々 の ニ ュ
ース の本 質 を徹底 取 材

・検証 … 安 藤優 子 ㌦

▽6.77長 野N

キ ャス ター ・早 川英 冶

菰 田敦子

安 藤 優i子㌦

9.55〔固ホ テ ル ・ノス タル ジ

ア 軽 井 沢万 平 ホ テル00

1α25固い い旅 夢気 分 圃

▽ 春 の 萩 ・津 和 野 へ …

情 報 ◇25圏 は じめ て

30園N◇45案 内◇ ドク ター

55国 お もい ソき りイ イTV

禁 断⑱ 美 女 が告 白講 義

誰 で もOK美 肌 の 真 実

▽ 復 活X・ 衝 撃 映 像&　

9.55国 買 物◇57国 イチ オ シ

テ レシ ョ ノブ

30国素浪人 ・月影兵庫圃

7L25ス ク ラ ンブ ル

難病少女と永遠の友情|7.05園 上沼◇園圃徹子
▽ 讃 岐 う どん37玉 伝説

1.55ミ ヤ ネ屋 愛 子 さ まは

「姫 は家 出娘 だ った 〃

鈴 の音 色 と親 子 の 絆」

き ょ う

の最 新 ニ ュ ー ス▽ 活字

ナ ビ ・新 聞記 事 の 裏側

▽ 政 治 ・事件 を追 跡▽

注 目事 象 に密 着 ▽ 函N

ま

さか の 災 難 ・ピー ター

55国 とれ た てJoho

今 日か ら授 業 開女台・'そ　00團 相 棒 圃 「殺 しの カ クテ

して眞子さまは一人ご`ル 」水谷豊 寺脇康文
公務▽性犯罪被害者が1蟹 江敬三ほか◇55寓 目

実名顔出 し出演…その00国 鉄道捜査官 ・死体が線
理由とは9▽ 最新芸能 路際を歩いた/ク山形鉄

13.50ゆ うがたGet!国 道フラワー長井線、狙
▽ 自慢のサクラ拝見 ・ われた終着駅!圃

長野五輪の思い出桜 ・`沢 口靖子 地井武男ほか
樹齢700年 エ ドヒガン4.54固 目Jチ ャン 収賄で
見るチャンスは一瞬91守 屋前防衛次官初公判
▽新企画 ・わたしナヒ`▽ 韓国大統領が来日▽

;:1曙㍑ ㌫ 。ハ;6,7量三繊 興 野
聖火リレーコースはり 　 初の女性運転士は27歳
緊張高まる警備態勢は 　 ▽ ミ期限切れミで影響
▽大型連休の渋滞予測`拡 大その現実◇55夢 中

00圏[副 ア ース フ ロ ンテ ィア

未 来 を救 う地球 教 室!
～子 どもた ち の7つ の

疑 問が 世 界 を変 える!

▽ ヘ ノキー が 涙一念傷 だ

らけの 象▽ 金子 貴俊 が

あ 然 ・イ ン ド泥 水 生活

▽ 北 欧 で 斉藤 由貴 驚 き

00[固NBS月 曜 ス ペ シ ャ ル

信 州 ふ る さ と桜紀 行 ▽

桜 の 下 で二 胡 生演 奏 ▽

7 木 造校 舎 に咲 く桜 ▽ 南`

信 州 一本 桜

54[劃BANGミ ～ ヨ1

00團 国 ヘ イ1ヘ イ1ヘ イ1　

新 企 画 で大 暴 走SP・

平 井 堅 の前 で 歌 自慢 達1

8が 紬 披露 おバカつ 　
るの参戦 ・超強力19歳

_安 室の名曲◇圏団団因

㍊ ヒ罐蒜 賢覧10
7α52国ル ー キー ズ&猟 奇 的

NEWS23-

▽ トノブ ・ニ ュ ース▽

今 日の 特 集▽ ス ポー ツ

;耀 呈曾禦,.㌦1
ヨ ン ホ ン チ ェ ・シ ウ

00闇 闇SMAP×SMAP

名 曲ば か りの 歌謡 祭 を

今 夜遂 に 開催 し ます ・
9 久 保 田利 伸 ミッシ ン グ

小 林 明子 と恋 に お ちて

_米 米 の浪 漫 飛行&爆 風

ラ ンナ ー郷 ひろ み名 曲

八 一 ヒー ボー イズ復 活

TMネ ノ トワー ク も ・

ス マ ノブ と夢 の コ ラボ

00團国〔ヨ劇場最新作公開記 　00函神助×女神のアンテナ
念 映 画 「名探 偵 コナ 　 激 安 パ ノクツ ア ー検証

ン ・紺 碧 の棺(シ ョリ ▽ 沖 縄2泊3日 美 ら海
一 ・ロ ジ ャー)」(07水 族 館 つ き2万9800円

年 ミ名 探偵 コナ ン ミ製1か ら▽ チ ャ ンプ内 藤 家

作 委 員 会)青 山剛 昌原54国N&題

作 山本泰一郎監督

㊥高山みなみ 神谷明
山時相佳奈 山口勝平
▽女海賊の財宝めぐる
ハ トル▽最新情報続々

8.54団 因

00圏同Qさ ま〃 脳力検定
プレノシャー学力試験
人気番組インテリSP

大物司会VS博識女優VS
雑学王VS元 フジアナ㌦

154固目

00圏1分 間の 深 イイ話SP　 00

今夜 は テ レ ビや映 画 の

深 イ イ場 面2時 間SP

▽ 冬 の ソナ タの ヨ ン様`

寅 さん&タ ソチ&エ ー

たけしのTVタ ノクル

物価上昇&高 齢者医療
年金天引きが始まった
庶民い じめ9ガ ソリン
値上げか ・自民VS民 主

ス をね らえ&ウ ル トラ 　54[国国 報 道 ス テ ー シ ョン

セ ブ ン&ア ル プス の 少

女 ハ イ シ…心 に グ ソ と

くる全25話 ・王 者 内藤1 `
神 助 もチ ュ ー トも感動1

▽ ビス トロ にソ フ ィア17α48国 国
・ロー レンが豪 華 来 店54園ZERO

L20化 学圏◇50国数学1圃 　1:1;麟 縫21;惚 深夜
、,最 販。J(Z,。 終)

η.08国N<>14〔 副因

20圏 あ い の り 美 尻パ ン ツ

50ニ ュー スJAPAN

O.55コ ンバ ノ ト1・5

7.25国 信州 ふ る さ と桜 紀 行

桜 の下 で 二胡 演 奏

代 表 決定

水 泳 シ ャパ ン北 島 決意

▽ 蒼 井 優 が女 将 を語 る

π58国 風 の 宿題 くん 北 陽

0.29[固 キ ン コ ン ヒルス

0.59国 者 リ コ1圏 エ ド⇔

L29国 シ ョ ノブ マ ニ フ ィ カ

7.59国 天 気 最 終版(2.04)

θs71聾

大 気 汚 染 ・路 面 の 固 さ

は9北 京 オ リン ピ ッ ク

マ ラ ソ ンコ ー ス を松 岡

修 造 が 下 見… プ レ五輪

大 会 は ど うだ った?▽

ニ ュー ス お きた こ と

5.00お は よ う 日本N因

7.45團 困 睡 栄 倉 奈 々㌦

8.00国 街道 て くて く旅 四 国

8.75国 ベ ノ ト相 談 照 英

8.30国 英 語 し ゃべ らナ イ ト

7L70国 国

75園 お 試 しか っ[新 ネ タ

0.70[固Dコ レ ク シ ョ ン

0.75青 木 ドナ ウ 女VS女 …

0.45〔固ス ト リ ー ト◇7.75裸

1.45買 い 物 ◇2.15買 い 物

2.45国 国(2.50終 了)

7154目 ◇57[固 シネ マの 窓

0.00團N◇15團 お母 さん 圃
　0 .35南 の 虹 の ル ー シー

LOO因 「サ ラ リー マ ン清

水 港 」松 林 宗 恵 監 督

森 繁 久 弥 小 林桂 樹

2.35国 シ ネマ 堂◇45京 菓子
　3

.00園 新 日本 紀 行◇30仕 事

9.00回 奥様 圃◇ 司馬 ◇ エ コ4.00園 圃法 律 旅行 社

9.50国 エ ア ロ ビ◇ お 母 さん14.30国 野 生 ◇5・00ス タイ ル

7α20

7.00巨1ヨ匡〕N7<>30園1憂]‖1童圃

7.45国 蔵 出 し ヒ ノグ シ ョー

8.34国 ク ロー ズ ア ノブ現 代

9.00国 国猿 の惑 星 チ ャー
ル トン ・ヘ ス トン㌦

(字幕)◇7α55本 舗

7正05固目 ザ ・ホ ス ピ タル

0.00国 カ ウボ ー イ ビハ ノブ

10.50國 水 の 中 のナ イ フ

　 (字幕)◇2.25BS

山ね ず み◇45な なみ5.75圏 その 時 歴 史が 動 い た2.30園 爆 笑 オ ンエ アハ トル

7α55国ク ラ シ ノ ク倶 楽 部 圃16.00圖 らいぶ◇45あ に ま る:3.00團 健 康◇4.00学 校放 送

θS7主
倒◇70国PGAゴ ル

フ ・ベ ラ イゾ ン

団◇75お は よ う世 界

各国N▽ 英 米 ▽8.751

仏独 カ ター ル韓 国ほか

団◇75国 米 大 リー グ
パ イ レー ツ ×カ ブス

(録画)(7L25株 式

挿 入)(延 長 あ り)

0,00

5.00

7.00

9.00

7.00

2.00

3.00

【中止 】 リボ◇ 欧州

N◇75ロ ワ ー ル ドN

▽ 米 英仏 スペ イ ンロ

N◇75BS列 島N

団◇75国 米ABCN

N◇75口 米CNNN

3.25国 東 京 マ ー ケ ノ ト情 報

4.00

1

16.00

N◇75ア ジア 日韓
首脳共同会見▽中国
・目の不 自由な人の

映画館▽ゲノム研究

N◇10北 京◇35五輪

7.00

9.00

9.30

7α00

71.40

0.00

7.00

0

5

0

7
'

う
0

4

団◇75口PGAゴ ル

フ ・ベ ラ イ ゾ ン圃

N◇15BS◇25五 輪

MLBハ イ ラ イ ト

N◇75き ょうの世 界

経 済最 前 線

N◇70英 国 い じめ 圃

団◇70ロ サ ノカー

「ブ ラ ノクバ ー ン ×

マ ンチ ェ ス ターU」

園◇75ア ジ アN◇N

団 トゥデ ー◇ アシ ア

■ 口■;■1脳⊇ 蕗 … 副■

【午 後8.00か ら全番

組 を図 で 放 送 】

8.00園 藤 原 歌劇 団公 演 ・歌

劇 「ホエ ー ム」 プ ノ

チ一 二作 曲 砂 川 涼

子 村 上敏 明 ほか

9.58国 ハ ー ケ ン弦楽 四重 奏

団演 奏 会

lL45南 英 国の 旅(0.00)

地上デ ジタル放送略記号

回地上デジタル独自編成
図図⑬ 標準画質放送123チ ャンネル
㊦データ放送
園 双方向サービス

魎 マルチビュー
囹 サラウンドステレオ
圖Bモ ードステレオ

60

7.00

8　 00

900

45

10　 00

1■00
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溜`・

頑張らない{操
eyeた いむ◇15ビ デオクラブ

BABYTV

eyeた いむ◇15斧 研つね子 さん

戦争体験 を聞 く
ロン ドン邸宅街の殺人

健康生活倶楽部
eyeた いむ◇15戦 争体験を聞く

MONO情 報

健康生活倶楽部◇30BABYTV

リン リー警部 ファイル

▽裁 きの後 後編

闇を追 う捜査官

中華～ゆで豚甘醤油

団◇20い ～なチ ャンネル

もみ じチ ャンネル

素顔がいいね南箕輪

20ぼ のぼ◇30団

50体 操▽ レッツ脂肪燃焼

800eyeた いむ◇15戦 争体験を聞く

30ACTONTV▽ 女性目線で建てる家

900圃 ◇20ロ ーメンTV◇40JA

1000FORZA松 本山雅

▽開幕スペシャル

1100団 ◇20体 操◇30や す きよ漫才

000MJTV◇2/00文 字団
●

4■5

5　 30

800

10　 00

1■00

115

3.45

5　 30

チ ャタレイ夫人の恋人

フライング・フィスト

天使にラブ ・ソングを一

ドーソンズ ・クリーク#84

ママが泣いたB

救命士

ワイルド・タウン/英雄伝説

プラス ・プレス

口
U
O

O

=
」
0

口
U

1

5

0

1

∩
∪
-
l

C
U
8

9

1

0

2

6

英雄の条件
スクール・オブ ・フィルム

エイリアン

プラス・プレス

スクール ・オブ ・フィルム

誘惑の囁き

15猿 の惑星 ・征服

3
-
7　00CEK文 字情報
8　00週 間ダイジェスト圃
1000宮 田商工会新春講演会

日銀松本支店長 松永哲也さん

40電 動車椅子ぶ らり通信
唐津 浩さん 「花をお もう」

朗読 倉田義夫さん

(20145〔董〕)

00ひ と息吐息3時 です

3

4

に
O

6

7

∩
口

11

30辻 調の楽 しい食卓②團

00CEK文 字情報

00サ イエンスCH⑫

サイエンススペシャル

▽ニュー トンとゲ ーテ

00CEK団 ・ほっとタイム
ハ ローち びっこ▽飯島保育園

カメラ②梅が里ギ ャラ リー

(8:00・10:00圃)

00サ イエンスCH⑫

00CEK文 字情報

30ぐ る～ っと 「エ ルシ ーブイ」

信 州のちか ら ・農水省

00CEK団 ・ほっとタイム
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冴繊1
阜

κ

う

留

潟

之

返

る

菖

蒲

、二ξば ぷ 三 吟・ぬ

・ぎ ぎ ≒

'
_品' 三編●炉

1
題

白
鳥
の
梓
-

俳
人

酒
井

昌
好

天
空
に
白
鳥
の
道
四
千
キ
ロ

シ
ベ
リ
ヤ
で
生
ま
れ
し
幼
鳥
初
茜

越
冬
の
白
鳥
千
羽
巨
花
の
河
原

白
鳥
に
国
境
は
な
し
日
永
か
な

ア
ル
プ
ス
に
白
鳥
の
樟
北
帰
行

舌

ノ

　
二
元

鼻

つ

「

キ

…　　[
"

口鎌
=

　

県
内
の
安
曇
野
犀
川
の
ダ
ム
湖
な

ど
で
は
、
白
鳥

(
こ
は
く
鳥
)
千
羽

以
上
が
、
地
元
の
ひ
と
び
と
の
世
話

を
受
け
、
暮
し
て
お
り
ま
す
。

　∴
☆

、
瑳

-

　

　
ぶ

　吻

ー

一町瓢
親
ご

㌻

:

↑王難

‥∴
摩.
㌻

〔べ畦

　忌
三
.

窪

.

㌻

　≡
三
…・

⌒　
「

　
　
…
k
‥

'二

　

㍉
　合

ア
ー

亘
三

富

㎡頒

已
=
∴
蕊

三騒

こ
の
白
鳥
は
東
シ
ベ
リ
ヤ
で
育
て

た
子
白
鳥
を
連
れ
て
、
四
千
粁
の
空

の
旅
を
し
て
き
た
の
で
す
。

白
鳥
の
飛
来
の
時
期
は
暖
冬
の
影

響
か
年
々
速
く
な
り
十
月
中
旬
に
は

第

一
陣
が
到
着
し
ま
す
。

そ
し
て
三
月
末
に
は
北
帰
行
が
始

ま
り
、

一
旦
北
海
道
ク
ロ

てし話対と烏白
こ
と
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
安
曇
野
の

一
帯
は
、

他
に
九
十
種
類
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、

的
な
生
態
を
も
つ
鳥
類
と
人
間
が
共

存
で
き
る
環
境
を
こ
れ
か
ら
も
整
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ッ
チ
ャ
ロ
湖
な
ど
に
終
結

し
、
四
月
末
か
ら
五
月
の

初
め
に
北
極
圏
東
シ
ベ
リ

ヤ
へ
繁
殖
の
た
め
帰
り
、

こ
の
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
の
氷

の
溶
け
る
六
月
初
め
頃
、

数
個
の
卵
を
産
み
雛
を
か

え
し
、
幼
鳥
が
翔
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
十
月
中
旬
に

日
本
列
島
に
渡
っ
て
来
る

白
鳥
の

白
鳥
の
様
に
美
し
く
地
球

● ●

詠

舎 キ

今、老 いも若きも静かな俳句ブーム。本欄

では俳人 で元上伊那俳壇 会長 の酒井昌好氏

(南箕輪村在住)に よる、折々の俳句 と写真

とを組み合わせた 「写真俳句」作品とミニエ

ッセ ーを紹介 します。

水
中
の
水
草
食
す
お
昼
時

4月 ゴ ミ 収 集 カ レ ン ダ ー 国αA

収集日の午前8時まで 本 日 21働 22㈹ 23㈱ 24㈲

讐やせ;×

伊 竺 せ㌻ ×

資 源

那 プラスチック ×
資 古 紙 類 ×

竜東地区 東高遠、藤沢、長

藤(鍛冶村含む)、三義、長谷

竜西地 区 西高

遠 高遠南、河南
×

竜勅 区 東高遠藤沢、長

藤(鍛冶村含む)、三義、長谷

日影 、境 、狐 島、美 原 、

若 宮 、前 原 、仙 美 、

美 篶 東 、手 良 地 区

山寺阪 下、荒井、西箕輪

地区 東高遠、藤沢、長藤

(鍛 冶村含む)、三義

上の原、上 下新田上 牧野

底 福島、東春近、西春近北

地区、西高遠、高遠南、河南
中央、富県、美篶西地区

中 央 、富 県

美 篶 西 地 区

御園、西町、西部

西 春 近 南 地 区

上の原 、上 ・下新 田、

上 牧 、野 底 、福 島 、

東春近、西春近北地区

日影、境、狐息 美原 若宮、

前原 仙美 美篶東淳 良地

区、西高遠、高遠南、河南

× 長 谷 長藤(鍛冶村含む)藤沢三義 ×

× 西高遠地区 ×
御園、山寺、坂下、上牧、野底 福島、

美 原 、若 宮、前 原 、仙 美 、手 良
×

市 ●寛 寛地 区/中 央 区、日影 区、上 の原 区、境 区、狐 島区、上 ・下新 田区、上牧 区 、野 底 区、福 島区、美 原区 、若 宮区、前原 区、仙美 区、富県地 区、美篶(東 ・西)地 区 、手長地 区 、東春近 地 区

●竜 西地 区/御 園 区、山寺 区、坂下 区、荒 井 区、西 町区、西部地 区、西 箕輪 地区 、西春近(北 ・南)地 区

●高 遠地 区/西 高遠 ① 高砂 ・本 町 ・仲 町 ・霜 町 ・袋 町 ・新 町 ・下 町(馬 場)、 西高遠 区 ② 鉾持 ・常盤 ・諸 町 ・宮本 ・番 匠 ・旭 町 ・東 町 ・清水 ・横 町 ・梅 町 ・稲 持 ・島畑 ・桜 町 ・千年 町 ・下 町(馬

●長 谷地 区/① 美和 区 ・伊那 里区 場 を 除 く)、河 南 ・高遠 南 ③ 多町 ・相生 町 神 明団 地、東高 遠、藤 沢、長 藤、三義

駒
ケ

根

市

源 び ん 類 ・牛 乳 パ ッ ク

物 毎.PFTボ ト ル

燃 や せ る
ご み

燃 や せ な い
ご み

資 源 物
新 聞 ・雑 誌 ・ダ ン ボ ー ル

牛乳パ ック ・布類 ・アル ミ類

び ん ・ 缶

ペ ッ トボ トル

×
月 ・ 木 曜 日

コ ー ス

火 ・ 金 曜 日

コ ー ス
×

月 ・ 木 曜 日

コ ー ス

×
月 曜 日

コ ー ス

火 曜 日

コ ー ス

水 曜 日

コ ー ス

木 曜 日

コ ー ス

上割 、下剤、本 曽倉 福 岡、吉 瀬 × 中 割 、大 曽 倉 町 四 区

× × × 下記場所 ×

● トの坊クラブ●柏木集会所●塩木塩嶺館●光前寺集会所●紬南●区画整理課事務所西●福祉センター●梨の木集会所●8町内集会所●協同館●コガネイグラウンド北●植木商店西 ●弓道場●大田切集会所●文化セン㌘一

雨歩道●アルプス公園●菅沼農業生活改善センター●菅沼穴山●中割伊勢宮(藤多屋建設横)●中割門前(蔵澤寺入口)●中山竹ノ沢バス停●中山第2ポンプ小屋跡●中山中原バス停●大曽倉公民館●中曽倉第2生活センター目l」
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い

ζ

・

桜
の
た
よ
り
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
突
然

に
む
か
し
の
誰
か
や
、
忘

れ
て
い
た
光
景
が
よ
み
が

え
る
こ
と
が
あ
る
。

高
遠
公
園
の
裏
手
に
む

か
し
武
家
屋
敷
が
あ
っ

た
。
僕
の
少
年
時
代
に
は

民
家
の
中
に
教
員
住
宅
や

貸
家
が
あ
っ
た
。

ど
ん
な
用
事
だ
っ
た
の

か
も
忘
れ
た
が
、
父
の
使

い
で
訪
れ
た
家
で
の
こ

と
。
玄
関
か
ら
声
を
か
け

る
と
、
帯
戸
を
開
け
て
そ

の
人
が
出
て
き
た
。

少
し
腺
病
質
な
感
じ
で

は
あ
っ
た
が
、
眼
が
×
き

つ
岬

の
日

曜

・マ
営
百

く
、
夢
二
の
絵
か
ら
抜
け

出
し
て
き
た
か
の
よ
う

な
、
美
し
い
人
だ
っ
た
。

僕
は
、
お
ず
お
ず
と
用
件

を
伝
え
た
。

は
じ
め
て
会
っ
た
人
な

の
に
、
瞬
間
的
に
恋
情
を

抱
い
て
し
ま
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
用
件
を
伝
え

な
が
ら
、
顔
が
赤
ら
ん
で

ゆ
く
の
を
感
じ
た
。

何
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
い

僕
の
仕
草
を
感
じ
と
っ
た

の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
人
は

ふ
っ
と
笑
み
を
も
ら
し
て

言
っ
た
。

「庭
か
ら
見
え
る
花
が

さ
れ
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と

い

な

ま

い

神
社
例
大
祭

(正
午
、
松

島
神
社
)

〈飯
島
町
〉

◇
町
▼
消
防
団
春
季
訓

練
、
観
閲
式
▼
桜
守
お
花

見
研
修
会
▼
飯
島
国
際
協

力
会
総
会

(午
後
2
時
文

化
館
)
▼
千
人
塚
桜
ま
つ

り

〈南
箕
輪
村
〉

◇
村
▼
消
防
団
春
季
演
習

(午
前
9
時
40
分
、
大
芝

陸
上
競
技
場
)

〈
宮
田
村
〉

◇
村
▼
消
防
団
春
季
訓

練

・
観
閲
式
▼
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
総
会
▼
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
梅
の
里
大
会

〈
中
川
村
〉

◇
村
▼
消
防
団
春
季
訓
練

(午
後
1
時
)

〈伊
那
市
〉

◇
市
▼
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関

係
者
慰
霊
祭

(午
後
1

見
て
い
き
ま
せ
ん
か
。」

誘
わ
れ
る
ま
ま
家
の
裏

手
の
庭
に
ま
わ
っ
た
。

そ
の
人
は
、
お
茶
と
地

元
の
饅
頭
を
お
盆
に
乗
せ

て
持

っ
て
き
て
、
「ど
う

ぞ
、
こ
こ
に
座
っ
て
」
と

縁
側
を
指
さ
し
た
。

言
わ
れ
る
ま
ま
縁
側
に

腰
を
下
ろ
す
と
、
目
の
前

に
公
園
の
桜
の
森
が
拡

が
っ
て
い
た
。

出
さ
れ
た
お
茶
を
飲
ん

で
い
る
と
、
公
園
の
ほ
う

か
ら

「サ
ァ
ー
」
っ
と
風

が
吹
い
て
き
た
。

小
さ
な
蝶
が
無
数
に
舞

い
立
つ
か
の
よ
う
に
桜
吹

ガ

イ

ド

時
、
春
日
公
園
)

◇
公
民
館
▼
伊
那

女
論

の
会
、
公
民
館
運
営
審
議

会◇
小
中
学
校
▼
伊
那
小

町
別
子
ど
も
会
▼
伊
那
東

小

聴
力
検
査
5
年
▼
伊

那
北
小

心
電
図
1

・
4

年
、
お
花
見
給
食
▼
伊
那

西
小

家
庭
訪
問
▼
富
県

小

家
庭
訪
問
▼
新
山
小

聴
力
検
査
高
▼
美
篶
小

振
替
休
み
▼
東
春
近
小

視
力
検
査
4
年
▼
西
箕

輪
小

家
庭
訪
問
、
血
液

検
査
5
年
▼
西
春
近
北
小

家
庭
訪
問
、
血
液
検
査

5
年
▼
高
遠
小

発
育
測

定
5

・
6
年
▼
長
谷
小

検
尿
▼
伊
那
中

尿
検
▼

東
部
中

家
庭
訪
問
、
発

育
測
定
3
年
▼
西
箕
輪
中

家
庭
訪
問
▼
春
雷
中

振
替
休
業
▼
高
遠
中

検

尿
▼
長
谷
中

心
電
図
横

雪
が
わ
き
あ
が
り
、
し
ば

ら
く
す
る
と
、
そ
の
幾
枚

か
が
足
下
に
舞
い
降
り
て

き
た
。

「わ
あ
、
き
れ
い
、
き

れ
い
で
し
ょ
」

と
そ
の
人
は
同
意
を
求

め
る
よ
う
に
、
桜
の
森
の

上
空
に
眼
を
向
け
た
。

ス
ラ
リ
と
伸
び
た
白
い

の
ど
、
そ
し
て
う
な
じ
が

美
し
く
、
天
使
が
桜
吹
雪

に
乗
っ
て
舞
い
降
り
た
か

の
よ
う
だ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
話
し
か
け

る
べ
き
か
わ
か
ら
ぬ
ま

ま
、
僕
は
じ
っ
と
ピ
ン
ク

に
霞
む
公
園
の
ほ
う
を
見

つ
め
て
い
た
。

時
折
、
桜
が
揺
れ
て
花

び
ら
が
気
ま
ま
に
散
る
よ

う
す
は
、
何
か
見
え
な
い

力
が
演
出
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
思
え
た
。

僕
は
思
い
切
っ
て
、
「公

園
の
桜
が
こ
ん
な
に
き
れ

い
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
ほ

か
に
な
い
で
す
。
毎
年
こ

「え

っ
、今
年
だ
け
?
」

「

。
」

会
話
は
途
切
れ
、
そ
の

ま
ま
二
人
と
も
黙
り
込
ん

で
し
ま
っ
た
。

ま
も
な
く
、
そ
の
人
が

入
院
し
、
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
父
か
ら
聞
い
た
。
結

婚
し
て

一
年
も
経
っ
て
い

な
か
っ
た
そ
う
だ
。

そ
れ
で
も
僕
は
、
ま
た

声
を
掛
け
て
も
ら
え
そ
う

な
気
が
し
て
そ
の
家
の
前

を
歩
い
た
。

垣
根
越
し
に
庭
を
覗
い

て
み
る
と
、
咲
い
て
い
た

水
仙
の
花
は
す
で
に
茶
色

く
枯
れ
て
、
ひ
か
り
を

喪
っ
た
尾
び
し
げ
な
庭
が

そ
こ
に
あ
る
だ
け
だ

っ

た
。

ん
な
綺
麗
な
花
を

見
ら
れ
る
な
ん
て

い
い
で
す
ね
。
」

そ
の
人
は
、
し

ば
ら
く
黙
り
こ

く
っ
て
い
た
が
、

ふ
っ
と
笑
み
を
浮

か
べ
て
眩
く
よ
う

に
い
っ
た
。

「そ
う
、
き
れ

い
で
し
ょ
。
で
も

私
、
見
る
の
は
も

う
今
年
だ
け
か
も

知
れ
な
い
…
」

アジア ・歌 旅

豊田勇造混帖
!08/4

.22(㊧
開場P■6=00

願,■7=00
会 費 前 売2500円(当 日2800)

(飲み物)

Liveの後、懇親宴会にもご参加ください。+1000円

疏
轟

〈
伊
那
市
〉

◇
市
▼
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

の
会

(午
後
1
時
、
羽
広

荘
)

◇
公
民
館
▼
手
長

第
30

回
手
良
地
区
大
運
動
会
▼

高
遠

子
供
バ
ド
ミ
ン
ト

ン

〈駒
ケ
根
市
〉

◇
市
▼
消
防
春
季
訓
練

・

観
閲

式

(午
後
12
時
45

分
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

▼
知
的
障
害
者
育
成
会
総

会
(午
後
2
時
、高
砂
園
)

▼
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を

育
む
会
総
会

(午
後
5

時
、
ア
ル
パ
)

〈箕
輪
町
〉

◇
町
▼
箕
輪
町
早
起
き
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
開
幕
式

(午
前
5
時
半
、
番
場
原

グ
ラ
ン
ド
)
▼
萱
野
高
原

水
芭
蕉
ま
つ
り

(萱
野
高

原
、
午
前
10
時
)
▼
松
島

瓢蕪

 

診
、
尿
検
査

〈駒
ケ
根
市
〉

◇
市
▼
琴
伝
流
大
正
琴
全

国
普
及
会
ギ
ネ
ス
記
録
報

告
(午
後
2
時
、
市
役
所
)

◇
小
中
学
校
▼
赤
穂
小

視
聴
検
査
(3
年
)
▼
赤
穂

東
小

児
童
総
会
、2
年

発
育
測
定
▼
赤
穂
南
小

4
年
視
力
検
査
▼
中
沢
小

19
日
振
替
休
日
▼
東
伊

那
小

振
替
休
日
▼
赤
穂

中

1
年
部
活
仮
入
部

(～
5
月
8
日
)▼
東
中

3
年
休
業
日
、家
庭
訪
問

〈箕
輪
町
〉

◇
町
▼
町
長
談
話
室

◇
学
校

・
保
育
園
▼
発
育

測
定

(木
下
北
保
育
園
年

中

・
年
長
)
▼
視
力
検
査

(北
小
3
年
)
▼
内
科
検

診

(東
小
5
・
6
年
)
▼

振
替
休
日

(西
小
)
▼
交

通
安
全
教
室

(中
部
小
、

笑
中
)〈飯

島
町
〉

◇
町
▼
飯
島
町
ふ
る
さ
と

大
使
委
嘱
式

(午
後
1
時

30
分
)
▼
農
業
委
員
会
▼

田
切
地
区
農
村
保
全
委
員

会

〈南
箕
輪
村
〉

◇
小
中
学
校

・
保
育
園
▼

南
小

1
年
生
を
迎
え
る

会
▼
南
部
小

5
年
血
液

検
査
▼
南
中

家
庭
訪
問

⑤
、
3
年
休
業
日

〈宮
田
村
〉

◇
村
▼
民
生
児
童
委
員
協

議
会
(午
後
2
時
)
▼
ナ
イ

タ
ー
野
球
開
幕
式
(
午
後

7
時
)▼
公
民
館
ワ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
(
午
後
7
時
)

〈中
川
村
〉

◇
村
▼

「日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
審
査

伊
那
旭
座
1

宕
72
・2
1
8
8

吉
永
小
百
合

母

(か
あ
)
べ

え

伊
那
旭
座
2

宕
72

・2
2
9
8
(
直
)

映

画
ド

ラ

え

も

ん

の
び
太
と
緑
の
巨
人
伝

上
映
時
間
は
劇
場
へ
問
い
合
わ
せ
を

20
日

神

山
内

科

医
院
(内
)

11
伊
那
市
西
町

宕
78
・5
1
5
1

下

島

医

院
(外

・
内
)

11
伊
那
市
中
央
区

宕
72
・2
2
0
4

中

川

医

院
(内

・
小
)

11
箕
輪
町

宕
79
・2
1
0
3

お
は
よ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

(形

・
皮
)
11
駒

ヶ

根

市
赤
穂

宕
83
・6
1
0
3

力

ニ
サ

ワ
薬

局
11
箕

輪
町
木
下

宕
79
・6
5
7
8

ホ
ー

ム
薬
局
11
伊
那

市
伊
那
都

合
74
・7
3
3
3

ア
イ
ル
ニ
コ
ニ
コ
薬
局

‖
駒
ヶ
根
市
赤
穂

宕
81
・0
0
1
7

西
町
土
屋
薬
局
11
伊

那
市
伊
那

宕
98
・8
0
3
0

値
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53

M
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田
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一
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1
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田
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35
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37

89
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26

別
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42

80

況

高

1

1

2

1

1

1

1

3

1

2

5

16

16

3

3

5

1

1

2

4

7

5

2

2

5

3

1

1

3

4
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2
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2
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⑭

炭火やきうなぎ
ふぐスッポン・会席料理

各種宴会承ります

*カ ッ ト&パ ーマ*

婚 礼 ・着 付

美容室み ぞ ぐ ち
専 用駐 車場 あ ります。

伊那市旭 町(長 野銀行前)TEL(0265)72-3776

だ

守
お気軽にご相

〈要審査〉穣

 

織
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◇事業資金◇運転資金◇教育資金

◇生活資金◇レジャー資金◇借換資金

◇不動産売買◇不動産賃貸◇手形割引
貸金業登錯番号長野県知事⑧第50号 宅建業免許番号長野県知事⑤第38槌骨
ニ　 ロゑぽ 　　　 ぷロリぼ　わペセンタ　ゑロ

⇔中央商事薮
JR伊 那北駅前 宕72・2855田72・2677

馨翻驕圭鷺 柴 徹也
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、
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日1■コ「士 証

●実質年率/18%以 下 ● ご返済/最 長10年(120
回内)元利均等払(ボ ーナス併用可)● 必要書
類/登記簿謄本、公 図他 ●要審査 ●資格/法人、

個人を問わず、抵当順位不 問 ●遅延損害金年
率/20%● 登記費用、印紙代実費 ●その他詳
細説明は ご融資時に 信用情報取扱主任者
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瀞
フ

"

二

番
印
象
に
あ
る
の

が
農
村
の
戦
前
戦
後
の
風

景
。
今
と
な
っ
て
は
全
て

が
思
い
出
に
な
る
が
、
そ

こ
に
は
自
然
の
風
景
が
あ

り
、
セ
ミ
が
鳴
い
て
い
た

り
、
ニ
ワ
ト
リ
の
声
が
し

た
り
、
音
も
自
然
も
必
ず

く
っ
つ
い
て
い
る
。
戦
争

中
で
食
べ
る
も
の
も
な
い

状
況
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
今
と
は
違
う
温
か
な
暮

ら
し
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を

書
き
た
い
と
思
っ
た
」

生
ま
れ
育
っ
た
伊
那
市

高
遠
町
荊
口
の
風
景
、
子

ど
も
時
代
の
思
い
出
、
父

母
と
の
関
わ
り
、
今
の
暮

ら
し
の
中
で
の
思
い
や
散

歩
の
こ
と
な
ど
を
つ
づ

っ

た
エ
ッ
セ
ー
集

「風
景
の

s
、※
・・曜

」

豆

ぷ
■

口

エッセー集「風景の中の人びと 伊那谷の里山今昔点描」出版

ぎ

箕
輪
町
松
島

、
【

11

欝琶残iし晶かり澹心⑳

中
の
人
び
と

伊
那
谷
の

里
山
今
昔
点
描
」
を
出
版

し
た
。

長
野
県
内
の
公
立
小
中

学
校
で
教
員
を
勤
め
退

職
。
現
在
は
長
野
県
陸
上

競
技
協
会
上
伊
那
支
部
陸

揚
副
会
長

(
日
本
陸
連
S

級
公
認
審
判
員
)
を
務
め

て
い
る
。

出
版
は
今
回
が
3
冊
目

と
な
る
。
1
冊
目
は

「実

南
天
」
(1
9
9
8
年
)、

2
冊
目
は

「残
月
の
小

道
」
(2
0
0
3
年
)
。
い

ず
れ
も
エ
ッ
セ
ー
集
で
、

「実
南
天
」
は
教
員
時
代

の
作
品
や
妻
の
看
病
の
様

子
、
「残
月
の
小
道
」
は

小
さ
い
こ
ろ
の
こ
と
、
教

わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
自
然

と
結
び
つ
け
て
書
い
た
。

「何
か
も
う
1
回
出
し

て
み
た
い
」
。
そ
ん
な
思

購
読
の
申
し
込
み
は
盈
(
0

2

6

5

)
72

-
4

1

0

1

ま
で

異
性

○

△

×

○

△

△

×

△

×

◎

○

○

金
銭

×

○

△

◎

△

△

◎

×

△

△

△

○

健康

○

△

○

△

○

×

×

×

×

△

○

△

方
位

東北

東

北東

北

東南

南西

西北

南

西南

北西

北

西

吉
色

茶

緑

青

黒

朱

銀

紫

赤

黄

金

黒

白

吉
数

6

2

1

9

3

7

10

4

7

5

9

8

懲糠撒
生
◎

にか
日やり穏びけん明のに。かるやれ穏暮
心安

し、多が魔る事す好就。成物は薬事は
イ異

動結行がずだらん焦盛。はチ欲イ意マ
幸の

るこれれくふてあしち福満祝はを光福
だ忙

に多調と好かぎ何防く漫多故事、雑が
人、

にり道よ近うが送るれすご譲れ相あに
Oず

機か待締てにし遠重永自もは調日好今
し。

ギとカこのい日な今めがらさきこあつ
れそ

し。なずがら方踊仕どでけれ吹そ笛は
O運

み福しな楽きか大るにご面起人が対向
思。

に目顔な笑福コ幸二てコれ二さず許わ
維を

活子主調く高して正し則と現然。依持

帽

調

明

媚

明

明

明

明

明

明1

月11

調1

⑳轡

よ

う
⑳
運勢

い
で
06
年
の
始
め
、
高
遠

の
こ
ろ
の
こ
と
を
書
い
た

3
、
4
編
の
短
い

エ
ッ

セ
ー
を
手
に
東
京

赤

羽

稔

章

さ
ん
(74

)

鴇
竃

籔

ん
か
」
と
い
う
言

葉
を
も
ら
い
出
版
を
決

め
、
同
年
の
暮
れ
こ
ろ
か

ら
本
格
的
に
執
筆
を
始
め

た
。

「う
そ
は
書
け
な
い
」

と
高
遠
町
誌
、
三
義
村
誌

な
ど
を
参
照
し
、
取
材
も

し
、
表
現
に
も

か
な
り
神
経
を

使
っ
た
。

「小
さ
い
と

き
、
夕
焼
け
は

い
い
な
、
山
の

中
は
き
れ
い
だ

な
と
感
じ
て
い

た
。
山
の
中
で

子
ど
も
が
大
勢

い
た
わ
け
で
は

な
い
。
小
学
校

の
同
級
生
は

た
っ
た
5
人
。

孤
独
で
は
な
い

け

ど
、
寂

し

か
っ
た
ん
だ
と

思
う
。
寂
し
い

か
ら
自
然
の
美

・
し
さ
に
引
か

れ
、
感
じ
た
の
か
も
し
れ

な
い
」

ず
っ
と
心
に
残
る
自
然

の
美
し
さ
、
心
の
風
景
が

全
編
を
通
じ
て
つ
づ
ら
れ

て
い
る
。

「1
6
0
ペ
ー
ジ
の
本

に
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
仕
上
が
っ
た
本
を

手
に
し
て
、
こ
れ
が
本
か

な
と
思
っ
た
」
と
満
足
の

1
冊
に
な
っ
た
。

教
員
時
代
、
文
集
に
寄

せ
た
作
文
を
読
み
、
涙
し

て
く
れ
た
同
僚
が
い
た
。

「ぼ
く
の
作
品
を
読
ん
で

感
動
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
な

ら
書

い
て
み
よ

う
」
。
そ
う
思
い
、
始
め

た
執
筆
。
何
か
を
表
現
し

た
い
と
、
作
詞
や
書
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

手
元
に
届
い
た
真
新
し

い
本
の
題
字
は
自
ら
が
書

い
た
。
4
月
下
旬
、
全
国

の
書
店
に
並
ぶ
。

(村
上
裕
子
)

合格第46回下級珠算・暗算検定獺

 

O
ケ

≒

田 斉 由 宇 原 宮 高 下 春 北 黒 斉 後 伝 上 石 神 松 小54
76

中 藤 木 治 下 岡 平 日原 級 沢 藤 藤級 田 田 田級 田 崎 椋級

な 大 約 斐 朱 実 未 沙 合 音 安 里合 智 黒 み合 朋 拓 公合

顯 菜畦 鍵 鯨 紀格平美奈格宏認 格美鰭 格

 

8
級
合
格

吉 高 網 横 桜

野 橋 倉 田 井

る
ん
菜

沙 貴桃

由 輝 奈 丈

 

9
級
合
格

簑 伊 本 高

原 東 棒 橋

光 亮 美 胡

希 人 月 蒔

 

以
上
珠
算
検
定

28

名

合

格

1
級
合
格

硲
、

、
.

∨ 早

◆

 

有

賀

友

哉

の
⑭

高

橋

克

実

中 斉 御 井 田 加 戸 松 小 江 伊 御 小 伝 荻 田
子324子

村 藤 級 柴 上 中 藤 田 崎 椋 森 藤 柴 池 級 田 原 級 中

美 安合 妃 あ 大 和 凌 大 綾 早 祐 合 智 那 合 百

久美格奈認 貴輝大志詩 癖 格纏 格 恵

吉 田 斉 繁 高 真 鈴 石 小 小 僧 上 御 坂 上6
子5

野 中 藤 澤 橋 壁 木 田 沢 沢 前 田級 柴 下 田級
《 △

桃 な 大 倭 怜 賢 美 み 昌 朋 郁 ロ 悟 亜 果 ロ
な ゆ 格 珠 格

志 美 歩由 え 責 善 那 吾 空 き 輝 輝 哉 遼

網 高 横 伊 桜
7
級
合
格

倉 橋 田 藤 弄

る
ん
菜

資 力

 

沙

奈 輝 丈 斗

 

以
上
暗
算
検
定

38

名

合

格

今回は4月13日 側におこなわれました。次回は6月22日{日)の予定で硫 珠算・暗算・に興味、関心のある方は下記教場までお気軽にお問い合せ下さい。

上 柳 珠 算 塾
伊 那 市緑 ケ丘 盈78-3187

各教場にて生徒募集中

伊 那 珠 算
伊那市坂下 区(坂 下公会堂)告78-3219

田畑そろばん塾
南箕 輪 村 田畑 宕76-1768

飯 島珠 算教 室
伊 那 市 西春 近 城 宕72-8303

酒 井 珠 算 塾
高 遠 町長 藤 智94-2529

大 萱珠 算教 室
伊 那 市 西箕 輪 大 宣 告76-0237

大槻 珠 算教 室
箕 輪 町 松 島 宕79-4497

嬉粕 本珠算連盟
認定伊那支部教場


